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特 集

安全・安心・高品質の証し！

高島市農産ブランド
　

琵
琶
湖
は
、
多
様
な
生
命
を
生
み
育
む
「
母
な

る
湖
」
で
す
。
こ
の
琵
琶
湖
の
水
の
３
分
の
１
以

上
を
生
み
出
す
高
島
市
は
、
ま
さ
に
命
の
水
の
源

で
す
。

　

高
島
市
で
は
、
水
田
を
利
用
し
た
農
業
を
中
心

に
、そ
の
豊
か
で
清
ら
か
な
水
と
肥
沃
な
大
地
で
、

地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
高
品
質
な
農
産
物
を
生

産
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
そ
の
多
く
は
、
近
江
米

や
滋
賀
県
産
と
し
て
販
売
さ
れ
る
た
め
、
消
費
者

に
、
高
島
市
産
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
な
い
の
が

現
状
で
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
打
開
し
、
安
全
・
安
心
で

環
境
に
や
さ
し
い
農
産
物
を
全
国
に
発
信
す
る
た

め
、
今
年
度
か
ら
「
高
島
市
農
産
ブ
ラ
ン
ド
認
証

制
度
」
の
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
は
、〞

び
わ
湖
源
流
の
郷
た
か
し
ま
〞

の
農
産
物
と
し
て
適
切
な
生
産
基
準
を
定
め
、
そ

れ
に
し
た
が
っ
て
生
産
さ
れ
た
農
産
物
を
認
証
し

明
示
す
る
こ
と
で
、
高
島
市
産
の
優
れ
た
農
産
物

と
し
て
、
責
任
と
自
信
を
持
っ
て
消
費
者
へ
提
供

す
る
も
の
で
す
。

　

今
回
は
、「
高
島
市
農
産
ブ
ラ
ン
ド
認
証
制
度
」

の
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
日
頃

か
ら
市
議
会
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
東
日
本
大
震
災
や
台

風
に
よ
る
土
砂
災
害
等
で
、
全
国
各
地

で
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
犠

牲
に
な
ら
れ
た
多
く
の
方
々
に
、
心
か

ら
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、

被
災
地
の
一
日
も
早
い
生
活
再
建
を
念

願
し
て
お
り
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
以
降
、
全
国
的
に
防

災
対
策
の
強
化
が
叫
ば
れ
て
お
り
ま
す

が
、
高
島
市
に
お
い
て
も
、
今
回
の
震

災
を
教
訓
と
し
、
い
つ
何
時
発
生
す
る

か
わ
か
ら
な
い
災
害
に
備
え
て
、
地
域

防
災
計
画
の
見
直
し
等
を
進
め
て
い
ま

す
。
何
よ
り
市
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守

る
こ
と
が
、
私
た
ち
に
課
せ
ら
れ
た
大

き
な
使
命
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

長
引
く
景
気
の
低
迷
は
、
市
税
の
落

ち
込
み
と
い
う
形
で
市
の
財
政
に
も
深

刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
こ
う
し
た
中
、
地
域
主
権
一
括
法

の
成
立
を
受
け
て
、
今
後
ま
す
ま
す
地

方
自
治
体
の
裁
量
と
自
己
責
任
が
増
す

こ
と
に
な
り
ま
す
。
従
い
ま
し
て
、
議

会
と
執
行
機
関
と
の
真し

ん

摯し

な
議
論
に
よ

り
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
安
全
で
安
心

に
暮
ら
せ
る
よ
う
、
全
議
員
が
一
丸
と

な
っ
て
市
政
の
推
進
に
力
を
尽
く
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

市
議
会
で
は
、
議
会
の
一
層
の
活
性

化
や
開
か
れ
た
議
会
を
め
ざ
し
て
自
己

改
革
を
進
め
る
た
め
、
昨
年
か
ら
「
議

会
改
革
特
別
委
員
会
」
を
設
置
し
て
い

ま
す
。
議
会
に
お
け
る
活
発
な
議
論
を

通
じ
、
市
政
に
お
け
る
課
題
等
を
明
確

に
し
、
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い

た
付
託
に
対
し
て
、
責
任
を
も
っ
て
応

え
ら
れ
ま
す
よ
う
努
力
を
重
ね
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ど
う
か
市
議
会
へ
の
一
層
の
ご
理
解

を
お
願
い
申
し
上
げ
、
皆
さ
ま
に
と
り

ま
し
て
こ
の
一
年
が
幸
多
き
年
で
あ
り

ま
す
よ
う
お
祈
り
し
て
、
年
頭
の
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
皆
さ
ま
に
は
、
健
や
か
に
新

春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
、
３
月
11
日
の
東

日
本
大
震
災
を
機
に
、
全
国
的
に
も

防
災
対
策
の
再
点
検
や
見
直
し
が
大
き

な
課
題
と
な
っ
た
年
で
ご
ざ
い
ま
し

た
。
一
方
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
は

じ
め
多
く
の
方
々
の
助
け
合
い
の
心
や

「
絆
」
の
大
切
さ
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

さ
れ
た
年
で
も
ご
ざ
い
ま
し
た
。
市
に

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
義
援
金
の
総
額
は

５
、１
３
７
万
円
を
超
え
、
ま
た
多
く

の
支
援
物
資
を
ご
提
供
い
た
だ
き
ま
し

た
。
皆
さ
ま
の
心
温
ま
る
ご
支
援
ご
協

力
に
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

国
を
挙
げ
て
の
対
策
に
よ
り
、
被
災
地

の
一
日
も
早
い
復
興
を
願
っ
て
お
り
ま

す
。　

　

こ
の
よ
う
な
中
、
高
島
市
で
は
、
皆

さ
ま
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
た

め
、
昨
年
の
８
月
に
原
子
力
防
災
対
策

室
を
立
ち
上
げ
、
現
在
、
地
域
防
災
計

画
の
見
直
し
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
公
立
高
島

総
合
病
院
の
改
築
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
今
春
の
開
院
に
向
け
、
着
々
と
工

事
が
進
ん
で
い
ま
す
。
地
域
の
中
核
病

院
と
し
て
、救
急
医
療
の
拠
点
と
し
て
、

医
療
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
も
の
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。　

　

平
成
24
年
は
、
び
わ
湖
源
流
の
郷
た

か
し
ま
戦
略
の
推
進
、
市
民
生
活
の
安

全
・
安
心
の
確
保
、
若
者
定
住
の
更
な

る
促
進
、
市
民
協
働
と
民
間
活
力
の
強

化
等
を
重
点
に
掲
げ
、
農
産
物
認
証
制

度
の
普
及
促
進
、
高
島
産
木
材
の
利
用

拡
大
、地
場
産
業
の
振
興
を
図
る
な
ど
、

「
び
わ
湖
源
流
の
郷
た
か
し
ま
」
を
市

内
外
に
ア
ピ
ー
ル
し
、
元
気
な
高
島
に

つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。　

　

本
年
は
、
高
島
市
総
合
計
画
後
期
計

画
の
ス
タ
ー
ト
の
年
で
ご
ざ
い
ま
す
。

将
来
に
夢
と
希
望
の
あ
ふ
れ
る
「
住
み

た
い
ま
ち
、
住
み
続
け
た
い
ま
ち
」
の

実
現
を
目
指
し
て
、
職
員
一
丸
と
な
っ

て
邁ま
ん

進し
ん

す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

新
し
い
年
が
、
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し

て
、
笑
顔
の
あ
ふ
れ
る
素
晴
ら
し
い
年

と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
し
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

市
民
生
活
の
安
全
安
心
を

変
革
の
時
代
に
向
け
て

年頭のごあいさつ

高島市議会議長

大西　勝巳

高島市長

西川　喜代治

高島市農産ブランド
認証農産物　農産加工品
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高
島
市
を
代
表
す
る
農
産
物
や
加

工
品
を
、〝
び
わ
湖
源
流
の
郷
た
か

し
ま
〞
の
水
と
土
で
生
産
さ
れ
た
安

全
・
安
心
・
高
品
質
な
特
産
品
と
し

て
、「
高
島
市
農
産
ブ
ラ
ン
ド
認
証

委
員
会
」（
10
人
）
が
認
証
す
る
制

度
で
す
。

　

認
証
に
は
、
農
薬
や
化
学
肥
料
の

使
用
の
程
度
に
よ
り
３
つ
の
ラ
ン
ク

が
あ
り
、
ラ
ン
ク
ご
と
の
基
準
に
準

じ
て
生
産
さ
れ
た
農
産
物
や
加
工
品

は
、
高
島
市
農
産
ブ
ラ
ン
ド
認
証

マ
ー
ク
を
表
示
し
て
出
荷
・
販
売
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

認
証
品
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と

で
、
販
売
促
進
や
生
産
の
拡
大
を
図

り
、
地
域
産
業
の
活
性
化
に
つ
な
げ

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

①
認
証
マ
ー
ク
を
商
品
に
貼
る
こ
と

に
よ
り
、
安
全
・
安
心
な
特
産
品

と
し
て
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で

き
、
販
売
の
促
進
が
図
れ
ま
す
。

②
市
な
ど
が
主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
や

物
産
展
に
お
い
て
広
く
Ｐ
Ｒ
し
ま

す
。

③
市
や
関
係
団
体
の
業
務
に
認
証
商

品
が
優
先
し
て
使
用
さ
れ
ま
す
。

④
各
種
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
り
、
県
内
外
に
広
く

Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

　

h
特
産
品
振
興
室

　
　

h（
２
５
）８
５
１
１

特 集

高
島
市
農
産
ブ
ラ
ン
ド
認
証
制
度
と
は
？

認
証
ラ
ン
ク
は
３
段
階

認
証
を
と
る
と

何
か
い
い
こ
と
が

あ
る
の
？

　

認
証
を
受
け
る
に
は
、「
高
島
市
農
産
ブ
ラ
ン
ド
認
証
申
請
書
」

を
特
産
品
振
興
室
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
様
式
は
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、
特
産
品
振
興
室
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

ど
う
す
れ
ば
認
証
し
て
も
ら
え
る
の
？

農薬・化学肥料
適正使用

ど
ん
な
農
産
物
で
も
認
証
し
て
も
ら
え
る
の
？

　

農
産
物
は
、
米
、
野
菜
、
果
実
、
き
の
こ
類
な
ど
ほ
と
ん
ど
の
農

産
物
が
対
象
に
な
り
ま
す
。
農
産
加
工
品
は
、
原
材
料
の
95
％
以
上

が
認
証
農
産
物
で
あ
る
こ
と
が
対
象
の
条
件
に
な
り
ま
す
。

今
ま
で
ど
れ
だ
け

の
農
産
物
等
が

認
証
さ
れ
た
の
？

　

農
産
物
は
、
22
団
体
と
41
人
で

１
４
８
件
が
認
証
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

農
産
物
の
種
類
は
米
、
果
樹
５
品

目
、
野
菜
50
品
目
で
す
。
加
工
品
に

つ
い
て
は
、
３
団
体
で
４
品
目
が
認

証
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ラ
ン
ク
別
の
割
合
は
次
の
と
お
り

で
す
。

　
　

○
ラ
ン
ク
１　

44
．
６
％

　
　

○
ラ
ン
ク
２　

47
．
３
％

　
　

○
ラ
ン
ク
３　

８
．
１
％

認
証
農
産
物
と
普

通
の
農
産
物
は
何

が
違
う
の
？

　

認
証
農
産
物
は
、
農
薬
や
化
学

肥
料
な
ど
の
使
用
計
画
を
事
前
に

チ
ェ
ッ
ク
し
、
高
島
市
内
の
ほ
場
で

適
正
に
栽
培
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
現

地
で
確
認
し
て
い
ま
す
。

　

収
穫
さ
れ
た
農
産
物
の
使
用
農
薬

や
使
用
化
学
肥
料
は
、
今
後
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
確
認
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
き
ま
す
。

認
証
農
産
物
は
、

ど
こ
で
買
え
る
の
？

　

市
内
の
道
の
駅
な
ど
農
産
物
直
売

所
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し

て
い
ま
す
。
家
庭
で
食
べ
る
だ
け
で

な
く
、
贈
答
用
に
も
ぜ
ひ
お
買
い
求

め
く
だ
さ
い
。

ランク３ ランク２ ランク１

慣行栽培以下の化
学合成農薬と化学
肥料の栽培です

農薬・化学肥料
５割以下

慣行栽培の半分以
下の化学合成農薬
と化学肥料の栽培
です

農薬・化学肥料
不使用

化学合成農薬と化
学肥料を使わない
栽培です

金
色

青
色

緑
色

このマークが
目印です

　【手続きの流れ】
①書類受付
　（出荷の３か月前
　までにお申し込み
　ください。）
②書類審査
③現地確認
④認証委員会
　（本審査）
　★年５回開催。
　　次回は１月下旬
　　に開催予定です。
⑤認証決定
⑥認証書交付

今
ま
で
ど
れ
だ
け

①
認
証
マ
ー
ク
を
商
品
に
貼
る
こ
と

に
よ
り
、
安
全
・
安
心
な
特
産
品

何
か
い
い
こ
と
が

　

認
証
を
受
け
る
に
は
、「
高
島
市
農
産
ブ
ラ
ン
ド
認
証
申
請
書
」

ど
う
す
れ
ば
認
証
し
て
も
ら
え
る
の
？

ど
ん
な
農
産
物
で
も
認
証
し
て
も
ら
え
る
の
？

　

農
産
物
は
、
米
、
野
菜
、
果
実
、
き
の
こ
類
な
ど
ほ
と
ん
ど
の
農

％
以
上

　

高
島
市
を
代
表
す
る
農
産
物
や
加

工
品
を
、〝
び
わ
湖
源
流
の
郷
た
か

し
ま
〞
の
水
と
土
で
生
産
さ
れ
た
安

全
・
安
心
・
高
品
質
な
特
産
品
と
し

高
島
市
農
産
ブ
ラ
ン
ド
認
証
制
度
と
は
？

認
証
農
産
物
は
、

ど
こ
で
買
え
る
の
？

認
証
農
産
物
と
普

通
の
農
産
物
は
何

　

認
証
農
産
物
は
、
農
薬
や
化
学

　

認
証
農
産
物
は
、
農
薬
や
化
学

　

今
後
と
も
地
域
の
農
産
物
に
付
加

価
値
を
つ
け
、
そ
の
安
全
性
や
品
質

を
消
費
者
に
正
し
く
伝
え
、
積
極
的

に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
で
、
消
費
者

に
選
ん
で
も
ら
え
る
「
高
島
市
農
産

ブ
ラ
ン
ド
」
を
確
立
し
、
生
産
拡
大

や
販
路
拡
大
に
繋
げ
て
い
き
ま
す
。
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高
島
の
木
の
家
づ
く
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
は
、
市
内
の
森
林
所
有

者
、
木
材
生
産
者
、
製
材
業
者
、

設
計
事
務
所
、
工
務
店
、
建
具
店

な
ど
、
森
づ
く
り
か
ら
家
づ
く
り

に
携
わ
る
多
彩
な
つ
く
り
手
た
ち

が
タ
ッ
グ
を
組
み
、
豊
富
な
知
識

と
経
験
、
確
か
な
技
術
で
地
元
素

材
を
活
か
し
た
ぬ
く
も
り
あ
ふ
れ

る
住
ま
い
づ
く
り
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

　

昨
年
11
月
に「
高
島
の
木
の
家
」

認
定
第
一
号
が
完
成
し
、
完
成
見

学
会
に
は
、
多
く
の
方
に
ご
来
場

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
「
木
の
家
づ
く
り
セ
ミ

ナ
ー
」
や
「
女
性
限
定
の
家
づ
く

り
セ
ミ
ナ
ー
」・｢

職
人
の
手
刻
み

見
学
」・「
木
組
み
体
験
」・「
伐
採
・

皮
む
き
・
造
材
搬
出
見
学
会
」
な

ど
を
開
催
し
、
ご
参
加
い
た
だ
い

た
皆
さ
ん
に
は
地
元
材
を
活
か
し

た
家
づ
く
り
へ
の
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

高
島
の
森
林
に
は
、
建
材
に

適
し
た
木
材
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。

　

高
島
の
木
の
家
づ
く
り
は
、
住

ま
い
手
に
よ
し
、
森
林
環
境
に
よ

し
、
地
域
活
性
化
に
よ
し
・
・
と
、

と
て
も
意
義
の
あ
る
取
り
組
み
で

す
。

　

今
津
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
資
料
館
内

に
設
け
ら
れ
た
相
談
窓
口
で
は
こ

れ
ま
で
に
、
新
築
相
談
の
ほ
か
リ

フ
ォ
ー
ム
や
耐
震
、
シ
ロ
ア
リ
対

策
や
材
の
調
達
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

ご
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

窓
口
に
は
設
計
士
の
無
料
相
談

（
要
予
約
）
の
他
、
設
計
事
務
所
・

工
務
店
の
資
料
が
自
由
に
閲
覧
で

き
る
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
の
で

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

高
島
の
木
で
家
づ
く
り

し
ま
せ
ん
か
？

高
島
の
木
の
家
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　高島森林体験学校では、山村の現状を知り、
これから私たちが何を残していきたいのか、
どのように行動を起こしていけばよいのかを考
えるきっかけの場として、市内外から参加者を
募り、11月19日（土）から１泊２日の山村ミー
ティングを開催しました。
　19日（土）には、山村集落探訪と題して、
今津町梅原区を歩き、地元の方から、歴史あ
る梅原の名の始まりの場所や古民家など、歴
史と暮らし、昔と今の移り変わりを教えていた
だきました。
　また20日（日）には、今津町三谷区にある
河内山財産区有林で人工林を育てる作業と、
マキノ町浦区で２軒のお宅に分かれ、１５０年
受け継いできたすり鉢で、豆腐の白和えなど

昔ながらの料理を体験しました。出来上がっ
た料理は集会所に持ち寄り、参加者と地元の
方でいただきました。
　それぞれの体験を終えた参加者からは、想
像でしか知らなかった山村の現状や暮らしぶり
を知ることによって、｢小さくてもできることを
やっていきたい｣、「都会から情報発信をして
いきます｣といった声が聞けました。

h
森
林
水
産
課　

f（
２
５
）８
５
１
２

山村の現状を知る　－山村ミーティングを開催－

「高島の木の家」認定第１号　木組見学会

職人さんの手刻み見学

伐採見学・皮むき体験

　皆さんにご協力いただいた夏の節電結果は右表の
とおりでした。
　この冬の電力供給も非常に厳しい需給状況となる
見込みです。皆さんの更なる取り組みをよろしくお願
いします。
▼期　　間　３月23日（金）までの平日
　（12月29日（木）～1月４日（水）は除きます。）

▼時 間 帯　９時～21時（特に18時～21時）
▼削減目標　昨年同月の使用最大電力を基準に10％以上

H22
使用電力量

H23
使用電力量

対前年比

差引 節電率
７月 ３６，４７６ ３５，６６４ －８１２ ２%
８月 ３９，８２５ ３６，８６４ －２，９６１ ７%
９月 ４０，７２２ ３７，１４９ －３，５７３ ９%

計 １１７,０２３ １０９，６７７ －７，３４６ ６%

「節電」に
ご協力ください

家庭でできる節電対策
特に18時から21時までの間、節電にご協力をお願いします。

エアコン 電気カーペット

電気こたつ

その他の暖房対策

　分割してあたためる機能がある機種では、必
要のない部分まであたためないようにしてくださ
い。

　床に熱が逃げないように、電気カーペットと床
との間に断熱マットを敷くと効果的です。

★エアコンと電気ストーブ、ヒーターを上手に使い分けてください。
　広い部屋をあたためる場合は、エアコンが効果的です。
★扇風機やサーキュレーターで、部屋の上部の暖気を循環させるのも効果的です。
★カーディガンなど、１枚多めの重ね着をお願いします。

※暖房の控え過ぎによる体調不良などにご注意いただき、無理のない範囲で節電にご協力をお願いします。
※暖房器具をご使用の際は、「ご使用上の注意」等をご確認いただき、安全にお使いください。

　設定温度は低めに。ドア・窓の開閉を少なくし
てください。

　床まで届く長いカーテンがより効果的です。

　フィルターの目づまりはエアコンの効率を悪く
します。こまめなお掃除が節電につながります。

　室外機の風通しがよくないと効率が落ちます。
まわりに物を置かないようにしてください。

室外機のまわりは整理整頓を

フィルターのこまめなお掃除を

厚手のカーテンで断熱性を向上

室温は20℃を目安に 設定温度を低めに

人のいるところだけあたためる

断熱マットで効率アップ

　こたつ布団に、上掛けなどを併用すると、
あたたまった空気が逃げにくく効果的です。

上掛けなどの併用を

設定温度を低めに

冬の節電対策 〔出典：関西電力（株）〕

高島市内全域の節電結果（平成23年７～９月）

h環境政策課　f（２５）８１２３

f（20）1179

（千kWh）
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　「みとめあう」　そこからはじまる　おもいやり
　　　　　　　今津東小１年　宮内　杏実さん
　
　しないよね　自分がされたら　いやなこと
　　　　　　マキノ東小２年　小谷　穂乃花さん

　つなごうよ、みんなの手と手、心と心
　　　　　　　新旭南小３年　松田　拓磨さん

　人のため　つくせる人に　金メダル
　　　　　　マキノ西小４年　松木　凌太郎さん

　自分がされていやなこと　人にはしない　思いやり
　　　　　　　マキノ北小５年　小多　颯太さん

　見のがすな　身近な人の　「たすけて」を
　　　　　　　新旭北小５年　中村　優花さん

　考えよう　言っていい事　悪い事
　　　　　　　マキノ東小６年　饗庭　大喜さん

　認めあう　あなたと私　この社会
　　　　　　　新旭北小６年　田中　颯希さん

　そだてよう　いじめをとめる　勇気の芽
　　　　　　　安曇川中１年　谷　あかねさん
　
　あなたには　見えていますか　心の涙
　　　　　　　　高島中２年　山田　瑞希さん

　「助けて」を　無視する人も　イジメっ子
　　　　　　　　高島中２年　水口　菜月さん
　
　人権は　生涯現役　誰にでも
　　　　　　　マキノ中３年　土守　将史さん

　
　これからも　差別の文字を　消していく
　　　　　　　朽木中３年　平楽　柊馬さん

　確かめよう　言って良いこと　悪いこと
　　　　　　　湖西中３年　粟津　陽介さん

　このしぐさ　このひとことが　思いやり
　　　　　　　　　新旭町　上原　秀雄さん

宝
く
じ
の
収
益
が

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に

役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す

　

地
域
づ
く
り
の
た
め
に
交
付
さ
れ
る
（
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
「
平
成
23

年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
金
」
を
受
け
、
三
尾
里
区
（
安
曇
川
地
域
）
で
は
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
備
品
（
傘
鉾
）
を
、
高
島
市
消
防
団
で
は
消
防
団
備
品
（
ホ
ー
ス
・
防
火
衣
・

ヘ
ル
メ
ッ
ト
）
を
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
健
全
な
発
展
を
図
る
と
と
も
に
宝
く
じ
の
普
及

広
報
活
動
を
行
う
も
の
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
必
要
な
施
設
ま
た
は
設
備
の
整

備
に
関
す
る
事
業
に
助
成
さ
れ
ま
す
。h

市
民
活
動
支
援
課　
　

f（
２
５
）８
５
２
６

●三尾里区

●高島市消防団

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
日
頃
か
ら
地
域

の
中
で
皆
さ
ん
の
相
談
を
受
け
、
問
題

解
決
の
お
手
伝
い
等
、
人
権
の
擁
護
に

努
め
ら
れ
て
い
る
方
々
で
、
法
務
大
臣

か
ら
委
嘱
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
今
津
町
の
井
上
浩
一
さ

ん
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
１
月
か
ら
今

津
町
の
奈
良
羊
子
さ
ん
が
就
任
さ
れ
ま

し
た
。

　

井
上
浩
一
さ
ん
に
は
、
３
年
間
に
わ

た
り
、
地
域
の
人
権
を
守
る
た
め
ご
尽

力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

井
上
さ
ん
か
ら 

奈
良
さ
ん
に

人
権
擁
護
委
員
就
退
任

　

皆
さ
ん
の
身
近
な
相
談
相
手
と
し

て
、
家
庭
内
や
ご
近
所
で
の
ト
ラ
ブ

ル
、
い
じ
め
や
虐
待
な
ど
に
つ
い
て

ご
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。
相

談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【高島市の人権擁護委員】
氏　　名 住　　所 電　　話

中　川　泰　夫 マキノ町知内 （２７）００２３

川原林　史　子 マキノ町西浜 （２８）０４７５

澤　田　愛　子 今津町下弘部 （２２）０７３１

奈　良　羊　子 今津町住吉 （２２）３３７０

洲　崎　富士夫 今津町浜分 （２２）３３５９

石　田　八重子 朽木市場 （３８）２４２０

久　保　忠　雄 朽木大野 （３８）２３０８

奥　谷　喜美子 安曇川町田中 （３２）１０２２

川　越 　清　司 安曇川町下小川 （３２）１０９１

德　村　明　美 安曇川町下古賀 （３３）０５１６

釋　迦　裕　史 鹿ヶ瀬 （３７）０２１９

萬　木　由利子 勝野 （３６）０５３９

日　花　滋　子 新旭町藁園 （２５）２５２７

（敬称略）

h
人
権
施
策
課　
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５
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　「みとめあう」　そこからはじまる　おもいやり

　人のため　つくせる人に　金メダル

　そだてよう　いじめをとめる　勇気の芽

　このしぐさ　このひとことが　思いやり

　高島市人権教育推進協議会では、人権意識を高めるため、人権の尊重を訴える標語を募集し
たところ、２, ８２５点の応募がありました。たくさんのご応募ありがとうございました。
　応募作品の中から、優秀作品として次の15作品を選定いたしました。
　優秀作品は、人権啓発標語パネルにし下記の日程で巡回展を行います。ぜひ、展示会場にお
立ち寄りください。
　高島市人権教育推進協議会は、これらの標語を今後の人権啓発活動に役立てていきます。

h高島市人権教育推進協議会（社会教育課）　　f（３２）４４５７

人権標語優秀作品発表

■ マキノ公民館【■時９時～22時　■休月】
　　１月７日（土）～18日（水）
■ 今津東コミュニティセンター
　　【■時（月～土）９時～22時、
　　　　（日）９時～17時　■休無休】
　　１月20日（金）～31日（火）
■ 新旭公民館【■時９時～22時　■休火】
　　２月２日（木）～12日（日）

■ 高島公民館【■時９時～18時　■休月】
　２月15日（水）～28日（火）
■ 安曇川公民館【■時９時～22時　■休火】
　３月１日（木）～14日（水）
■ 朽木公民館【■時９時～17時　■休月】
　３月16日（金）～27日（火）

人権啓発標語パネル巡回展 ―  会場と日程  ―

小学生　低学年の部

小学生　高学年の部

中学生の部

一　般の部

  人権標語優秀作品

たくさんのご応募

ありがとうございました！
２０１１年度

　高島市人権教育推進協議会

■時…開館時間　■休…休館曜日
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平
成
23
年
分
の
確
定
申
告
か
ら
、
公

的
年
金
等
の
収
入
金
額
が
４
０
０
万
円

以
下
の
方
で
、
か
つ
公
的
年
金
等
に
関

す
る
所
得
（
雑
所
得
）
以
外
の
所
得
金

額
が
20
万
円
以
下
の
場
合
は
、
所
得
税

の
確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
必
要
が
な

く
な
り
ま
し
た
。（
※
た
だ
し
、市
民
税
・

県
民
税
申
告
書
の
提
出
は
必
要
と
な
り

ま
す
。）

　

こ
の
場
合
で
も
、
医
療
費
控
除
な
ど

に
よ
り
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
場
合

は
、
今
ま
で
と
同
じ
よ
う
に
確
定
申
告

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

確
定
申
告
書
等
の
作
成
は
、
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ｢http://w

w
w
.nta.

go.jp｣

の｢

確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー

ナ
ー｣

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
当
コ
ー

ナ
ー
で
作
成
し
た
申
告
書
等
は
、
お
手

市
民
税
・
県
民
税
申
告
書
、

確
定
申
告
書
等
の
発
送

　今津税務署（f２２－２５６１）では、正
しい申告をしていただくために各種所得金額の
計算方法や確定申告書（所得税・消費税）の書
き方などの説明会を次のとおり開催します。
　当日は、決算説明会もあわせて行いますの
で、ぜひご出席ください。
　○開催日　１月30日（月）
　○時　間　９時30分～11時30分
　○会　場　新旭公民館

　サラリーマンで、住宅借入金等特別控除や医療
費控除などによる還付申告をされる方や、収入が
年金のみの方を対象に次のとおり事前申告会を行
います。

公
的
年
金
等
を

　

受
給
さ
れ
て
い
る
方
へ

　
　
　
　

  

重
要
な
お
知
ら
せ

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

　

利
用
さ
れ
て
い
る
方
へ

開催日 会　　　場 開設時間
1月31日(火) 今津東コミュニティ

センター ９時30分～12時2月 1日(水)
2月 2日(木) 安曇川公民館 13時～16時2月 3日(金)

サラリーマン・年金受給者
のための事前申告会 確定申告説明会

持
ち
の
プ
リ
ン
タ
で
印
刷(

モ
ノ
ク
ロ

印
刷
で
も
可)

し
て
提
出
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
確
定
申
告
書
等
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
提
出
で
き
る
、
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ

（
初
め
て
ご
利
用
の
場
合
、
開
始
届
出

書
の
送
信
が
必
要
で
す
。）
を
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

h
税
務
課

　

f（
２
５
）８
１
１
６

　

市
民
生
活
の
安
全
・
安
心
の
た
め
、
降
雪
時
に
道
路
の
除
雪
を
行
っ
て

い
ま
す
。
除
雪
作
業
が
ス
ム
ー
ズ
か
つ
迅
速
に
行
え
る
よ
う
、
次
の
こ
と

に
つ
い
て
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

h
土
木
課　
　

f（
２
２
）２
０
０
１

除
雪
作
業 

に 

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

除
雪
作
業
が
遅
れ
た
り
、
で

き
な
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。
ま

た
、
事
故
の
原
因
に
も
な
り
ま

す
の
で
、
所
定
の
場
所
へ
の
駐

車
を
お
願
い
し
ま
す
。

路
上
駐
車
を
し
な
い
で

く
だ
さ
い

　

石
垣
や
庭
木
な
ど
は
、
除
雪

作
業
時
に
確
認
が
で
き
ず
破
損

す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
赤
い

布
切
れ
な
ど
を
付
け
た
２
ｍ
程

度
の
竹
ざ
お
を
立
て
て
い
た
だ

く
な
ど
、
明
示
を
お
願
い
し
ま

す
。

目
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い

　

道
路
際
の
竹
や
木
な
ど
が
、

降
雪
や
着
雪
に
よ
り
道
路
側
に

倒
れ
る
と
、
通
行
の
妨
げ
に
も

な
り
ま
す
。
土
地
所
有
者
の
方

で
枝
打
ち
や
伐
採
を
お
願
い
し

ま
す
。

枝
打
ち
を
し
て
く
だ
さ
い

　

降
雪
に
備
え
冬
用
タ
イ
ヤ
を

装
着
す
る
と
と
も
に
、
タ
イ
ヤ

チ
ェ
ー
ン
や
ス
コ
ッ
プ
な
ど
を
車

に
積
ん
で
お
き
ま
し
ょ
う
。

冬
用
タ
イ
ヤ
へ
は

　
　

早
め
の
交
換
を

　

除
雪
作
業
の
際
、
雪
の
塊
が
宅
地
の
出
入
り

口
を
ふ
さ
ぐ
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

降
雪
に
備
え
冬
用
タ
イ
ヤ
を

装
着
す
る
と
と
も
に
、
タ
イ
ヤ

チ
ェ
ー
ン
や
ス
コ
ッ
プ
な
ど
を
車

に
積
ん
で
お
き
ま
し
ょ
う
。

地　域 測  定  地  点 11月平均値
（1日～30日のうち平日）

マキノ マキノ支所前駐車場 0.066
今　 津 今津支所玄関北側 0.076
朽　 木 朽木支所前駐車場 0.069
安曇川 安曇川支所裏駐車場 0.047
高　 島 高島支所東駐車場 0.052
新　 旭 高島市役所北側玄関前 0.063

高島市環境放射線測定結果
11月分

（単位　μＳｖ／ｈ）

＜日常生活と放射線＞
● 一人あたりの自然放射線量（日本年間平均）
　1,500μSv/年　※世界平均2,400μSv/年
　・宇宙から 300μSv/年　・大地から 400μSv/年
　・食物から 400μSv/年　・呼吸から 400μSv/年
● Ｘ線集団検診（１回）
　　・胃の場合　600μSv/回
　　・胸の場合 50μSv/回

● 航空機旅行（往復）
　　東京～ニューヨーク間　200μSv/往復
●原子力発電所（軽水炉）周辺の線量目標値（年間）
　　50μSv/年

　h原子力防災対策室　f（２５）８１３３

詳しいデータは、高島市ホーム
ページをご覧ください。

※市役所と各支所の前は「平日毎日測定」。
　その他の測定地点は「毎月第１・第３水曜日
の２回測定」です。（左記の測定地点以外の測
定結果は、ホームページをご覧ください。）
※測定値の単位は、μＳｖ/ｈ（マイクロシー
ベルト/時）です。

（参考）
1,000μＳｖ/ｈ＝１ｍＳｖ（ミリシーベルト）
※１年間に換算するには、表の数値を8,760倍
（24時間×365日）してください。

　

平
成
24
年
度(
平
成
23
年
所
得)

市
民
税･

県
民
税
申
告
書
は
、
前
年
度
に
申

告
さ
れ
た
方
へ
１
月
下
旬
に
発
送
し
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
23
年
分
の
所
得
税
確
定
申
告
関
係
書
類
は
、
１
月
中
旬
か
ら
下
旬

に
大
阪
国
税
局
か
ら
随
時
発
送
さ
れ
ま
す
。（
消
費
税
確
定
申
告
書
お
よ
び
青
色

決
算
書
等
も
該
当
さ
れ
る
方
に
は
同
封
さ
れ
て
い
ま
す
。）

　

な
お
、
平
成
22
年
分
の
確
定
申
告
で
、
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
（
電
子
申
告
）
を
利
用
さ

れ
た
方
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
申
告
書
を
印
刷
し
て
提
出
さ
れ
た
方
に
は
、

申
告
書
用
紙
や
確
定
申
告
の
手
引
は
郵
送
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
申
告
に
必
要
な
情
報

が
記
載
さ
れ
た
『
お
知
ら
せ
ハ
ガ
キ
』
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
な
ど
を
利
用
し
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
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近
江
今
津
駅
前
第
２
駐
車
場
と
安
曇

川
駅
前
第
１
駐
車
場
に
つ
い
て
は
、
１

月
上
旬
に
一
時
利
用
有
料
駐
車
場
（
今

津
は
一
部
無
料
）
と
し
て
供
用
開
始
す

る
予
定
で
し
た
が
、
都
合
に
よ
り
供
用

開
始
日
を
４
月
１
日
に
延
期
し
ま
す
。

引
き
続
き
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

h
交
通
対
策
課

　
　

f（
２
２
）０
０
５
８

　

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
は
、

毎
年
１
月
１
日
を
基
準
日
と
し
て
、
農

家
の
皆
さ
ん
か
ら
の
申
請
に
基
づ
き
作

成
し
ま
す
。

　

耕
作
を
し
て
い
て
も
、
選
挙
人
名
簿

に
登
録
さ
れ
て
い
な
い
と
、
農
業
委
員

会
委
員
選
挙
の
投
票
や
農
業
委
員
の
リ

コ
ー
ル
請
求
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
期

限
ま
で
に
忘
れ
ず
申
請
を
し
て
く
だ
さ

い
。

　

申
請
書
類
は
、
農
家
や
農
地
所
有
世

帯
を
対
象
に
、
12
月
中
旬
に
農
地
基
本

台
帳
補
足
調
査
と
と
も
に
郵
送
し
て
い

ま
す
が
、
申
請
書
類
が
お
手
元
に
届
か

な
い
な
ど
、
ご
不
明
な
点
が
あ
れ
ば
、

農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▼
選
挙
人
名
簿
に
登
載
さ
れ
る
要
件

　
　
（
次
の
１
〜
３
の
す
べ
て
に
該
当

　
　

す
る
方
）

１ 

高
島
市
内
に
住
所
の
あ
る
方

２ 

平
成
24
年
３
月
31
日
現
在
で
、
年 

齢
が
満
20
歳
以
上
の
方
（
名
簿
の

確
定
が
３
月
末
時
点
の
た
め
）

３ 

次
の
①
か
ら
③
ま
で
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
方

①
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
を
耕
作
し

て
い
る
方

②
前
記
①
の
同
居
の
親
族
ま
た
は
そ

の
配
偶
者
（
年
間
お
お
む
ね
60
日

以
上
耕
作
に
従
事
し
て
い
る
方
）

③
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ
い
て

耕
作
の
業
務
を
営
む
農
業
生
産
法

人
の
組
合
員
、
社
員
ま
た
は
株
主

（
年
間
お
お
む
ね
60
日
以
上
耕
作

に
従
事
し
て
い
る
方
）

▼
提
出
期
限　

１
月
10
日
（
火
）

▼
提
出
先　

市
役
所（
農
業
委
員
会

　
　
　
　
　
　

事
務
局
）ま
た
は
各
支
所

※
郵
送
さ
れ
る
場
合
は
、
恐
れ
入
り
ま

す
が
送
料
を
ご
負
担
く
だ
さ
い
。

　

h
農
業
委
員
会
事
務
局

　
　

f（
２
５
）８
５
１
３

　

２
月
１
日
を
基
準
日
と
し
た
、
経
済

セ
ン
サ
ス
・
活
動
調
査
が
行
わ
れ
ま

す
。

　

経
済
セ
ン
サ
ス
と
は
「
経
済
に
関
す

る
国
勢
調
査
」
で
す
。
会
社
や
お
店
な

ど
、
全
国
す
べ
て
の
企
業
・
す
べ
て
の

事
業
所
を
対
象
と
し
た
調
査
で
す
。

　

１
月
下
旬
か
ら
２
月
上
旬
に
か
け

て
、
滋
賀
県
知
事
か
ら
任
命
さ
れ
た
統

計
調
査
員
が
写
真
付
き
の
調
査
員
証
を

身
に
つ
け
て
、
市
内
す
べ
て
の
事
業

所
・
店
舗
等
を
訪
問
し
、
調
査
票
を
配

布
、
回
収
を
し
ま
す
。

　
《
調
査
に
つ
い
て
の
詳
細
》

　

経
済
セ
ン
サ
ス
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー　

　
　

f
０
１
２
０（
４
４
）１
０
３
４

　
　
　

 

（
９
時
〜
21
時
）

　

総
務
省
統
計
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　

経
済
セ
ン
サ
ス
活
動
調
査

　
　

k
http://www.stat.go.jp/data/

 
e-census/cam

paign/index.htm

　

h
情
報
統
計
課

　
　

f（
２
５
）８
５
２
７

　

シ
ベ
リ
ア
戦
後
強
制
抑
留
者
に
対
す

る
特
別
給
付
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

▼
対　

象

　

旧
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
ま
た
は
モ
ン
ゴ
ル

国
の
地
域
に
お
け
る
戦
後
強
制
抑
留
者

で
、
平
成
22
年
６
月
16
日
時
点
で
日
本

国
籍
を
お
持
ち
の
方

　

特
別
措
置
法
施
行
日
（
平
成
22
年
６

月
16
日
）
以
降
に
亡
く
な
ら
れ
た
方
の

相
続
人
は
請
求
で
き
ま
す
が
、
施
行

日
前
に
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
ご
遺
族
等

は
、
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

▼
受
付
期
間　

３
月
31
日
（
土
）
ま
で

　

ま
だ
請
求
さ
れ
て
い
な
い
方
は
お
急

ぎ
く
だ
さ
い
。
請
求
期
間
内
に
特
別
給

付
金
の
支
給
の
請
求
を
し
な
か
っ
た
場

合
に
は
、
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

請
求
書
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
当

基
金
か
ら
請
求
書
類
を
お
送
り
し
ま
す

の
で
、
至
急
、
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　

h
独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業　

　
　

特
別
基
金

　
　

事
業
部
特
別
給
付
金
認
定
担
当

　
　

f
０
５
７
０（
０
５
９
）２
０
４

　
　
（
Ｉ
Ｐ
電
話
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は
）

　
　

f
０
３（
５
８
６
０
）２
７
４
８

　
　
（
受
付
時
間
）
平
日
９
時
〜
18
時

　

こ
の
制
度
は
、
入
札
参
加
資
格
者
名

簿
に
登
載
さ
れ
て
い
な
い
方
（
入
札
参

加
申
請
を
提
出
し
て
い
な
い
方
）
を
対

象
に
、
少
額
で
内
容
が
軽
易
な
工
事
や

修
繕
の
受
注
を
希
望
す
る
方
を
登
録

し
、
市
内
業
者
の
受
注
機
会
を
拡
大
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
市
内
経
済
の
活
性

化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
登
録
申
請
を
し
た
方
は
、
市
が

発
注
す
る
小
規
模
な
工
事
等
の
発
注
対

象
と
な
り
ま
す
の
で
、
受
注
を
希
望
さ

れ
る
方
は
登
録
申
請
を
し
て
く
だ
さ

い
。※

た
だ
し
、
本
制
度
の
登
録
を
も
っ

て
指
名
や
契
約
を
約
束
す
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
対
象
と
な
る
工
事
等

　

大
工
、
左
官
、
電
気
、
ガ
ラ
ス
、

塗
装
、
建
具
工
事
等
で
１
件
の
工
事

金
額
が
30
万
円
未
満
の
も
の

▼
登
録
資
格

　

市
内
に
主
た
る
事
業
所
（
本
店
）

ま
た
は
住
所
が
あ
り
、
入
札
参
加
資

格
者
登
録
を
し
て
い
な
い
方 

（
建
設

業
の
許
可
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
）

▼
登
録
方
法

　

登
録
申
請
書
等
を
契
約
検
査
課
ま

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
期
間

　
　

３
月
１
日
（
木
）
〜
16
日
（
金
）

　

※
水
曜
日
お
よ
び
閉
庁
日
を
除
き
ま
す
。

▼
受
付
時
間　

９
時
〜
16
時
30
分

▼
受
付
場
所　

高
島
市
役
所

　
　
　
　
　
　
　
　

契
約
検
査
課

▼
有
効
期
間

　
　

平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で

　

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

h
契
約
検
査
課

　
　

f
（
２
５
）８
５
０
１

　

平
成
24
・
25
年
度
の
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
の
受
付
を
次
の
日
程
で
行
い

ま
す
。
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▼
受
付
期
間

※
水
曜
日
お
よ
び
閉
庁
日
を
除
き
ま
す
。

《
市
内
業
者
》

　

○
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
お
よ
び
物

　
　

品
・
そ
の
他
業
務

　
　
　

１
月
23
日
（
月
）
〜
31
日
（
火
）

　

○
建
設
工
事

　
　
　

２
月
２
日
（
木
）
〜
10
日
（
金
）

《
市
外
業
者
》

　

○
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
お
よ
び
物

　
　

品
・
そ
の
他
業
務

　
　
　

１
月
10
日
（
火
）
〜
24
日
（
火
）

　

○
建
設
工
事

　
　
　

２
月
14
日
（
火
）
〜
28
日
（
火
）

▼
受
付
時
間　

９
時
〜
16
時
30
分

▼
受
付
場
所　

高
島
市
役
所

　
　
　
　
　
　

１
階
ロ
ビ
ー
特
設
会
場

※
混
雑
を
避
け
る
た
め
、
50
音
順
に

よ
る
指
定
日
を
設
け
て
い
ま
す
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
受
付
日
程

表
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

h
契
約
検
査
課

　
　

f（
２
５
）８
５
０
１

　

経
済
的
な
理
由
に
よ
り
高
等
学
校
や

大
学
等
で
学
ぶ
こ
と
が
困
難
な
方
に
対

し
て
、育
英
資
金
貸
付
基
金
を
創
設
し
、

奨
学
金
と
し
て
学
費
の
一
部
を
貸
し
付

け
て
い
ま
す
。

　
▼
申
請
対
象　

高
島
市
に
本
人
ま
た
は

　
　
　
　
　
　

保
護
者
が
居
住
し
て
い

　
　
　
　
　
　

る
方

▼
募
集
人
数　

若
干
名

▼
貸
付
額

　
　

高
等
学
校
・
高
等
専
門
学
校
・

　
　

特
別
支
援
学
校
（
高
等
部
）・

　
　

専
修
学
校
（
高
等
課
程
で
修
業
年

　
　

限
２
年
以
上
）

　
　
　
　
　
　

…
月
額
２
万
円
を
限
度

　
　

大
学
（
短
期
大
学
を
含
む
）・

　
　

専
修
学
校
（
専
門
課
程
で
修
業
年

　
　

限
２
年
以
上
）

　
　
　
　
　
　

…
月
額
３
万
円
を
限
度

▼
償
還
期
間

　
　
　

貸
与
期
間
終
了
後
１
年
の
据
置

　
　

期
間
を
含
め
７
年
以
内

▼
受
付
期
間　

　
　
　

１
月
４
日
（
水
）
〜
18
日
（
水
）

　

※
在
籍
す
る
学
校
を
経
由
し
て
提
出

　
　

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
選
考
方
法　

　

書
類
・
作
文
・
面
接
（
必
要
に
応

じ
て
実
施
、
面
接
日
は
後
日
通
知
）

に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

h
学
校
教
育
課

　
　

f（
３
２
）４
４
７
３

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人

名
簿
へ
の
登
載
申
請
書
は

１
月
10
日
ま
で
に
提
出
を

高
島
市
育
英
資
金
の

貸
与
申
請
受
付
開
始

有
料
駐
車
場
の
供
用
開
始

日
を
延
期
し
ま
す

平
成
24
・
25
年
度  

建
設
工

事
等
入
札
参
加
資
格
の
申
請

経
済
セ
ン
サ
ス
・
活
動
調
査

の
お
願
い

高
島
市
小
規
模
工
事
等

契
約
事
業
者
登
録
制
度

の
お
知
ら
せ

戦
後
強
制
抑
留
者
の

皆
さ
ん
へ



14広
報2012・1・1 14広

報15 2012・1・1 紙ごみ減量標語応募作品 「紙のゴミ　捨てないように　がんばろう」　大森　智貴（今　津） 紙ごみ減量標語応募作品 「かみのごみ　すぐにすてずに　リサイクル」　上森　翔太（今　津）

　現役の優秀な技能者に贈られる平成23年
度滋賀県技能者表彰（おうみの名工）にマキ
ノ町小荒路の射庭喜八郎さんが受賞されまし
た。
　射庭さんは、射庭林業有限会社を経営され、
長年にわたり素材生産業（立木を購入し、伐
採して素材のまま販売する）を生業とし、卓
越した技術により数多くの危険個所での伐採
に従事されました。また、地元学校林の木材
で建築された朽木小・中学校体育館において
は、熟練された経験で良質の杉材の選木から
伐採搬出までの作業に携わられました。
　また、豊富な知識と技能をもって後継者の
指導育成に努められ、人材育成にもご尽力い
ただいています。　　　　　　（森林水産課）

　11月11日（金）から14日（月）まで東京
都内で行われた第60回記念全国青年大会に、
滋賀県選手団として高島市から49人の青年が
出場されました。
　大会では、市内の青年団員で構成された「高
島ストンプクラブ」が、初出場ながら舞台パ
フォーマンス部門で最も栄誉のあるパフォーマ
ンス賞を受賞されるなど、大活躍されました。
　上位の結果は次のとおりです。（順不同）

（社会教育課　青少年育成室）

　10月30日（日）に草津市立総合体育館で、
第49回滋賀県障害者スポーツ大会（卓球競
技）が行われました。高島市からは16人の
選手が高島市チームとして参加され、日ごろ
の練習の成果を発揮し、見事準優勝の成績を
収められました。
　また、同大会のフライングディスク、ボウ
リング、アーチェリー、水泳、卓球の地区対
抗総合成績においても、高島市チームが見事
準優勝の成績を収められました。おめでとう
ございます。

（障害福祉課）

射庭喜八郎さん
　おうみの名工表彰!

第60回記念全国青年大会

高島青年  全国大会で大活躍！

　11月19日（土）に皇子山陸上競技場で開
催された第90回全国サッカー選手権大会滋
賀県大会決勝戦で、今津中学校出身の田中侑
樹君（３年）が所属する守山北高校が見事優
勝し、12月30日（金）から行われる第90
回全国サッカー選手権大会に滋賀県代表とし
て出場が決定しました。
　初戦は１月２日（月）に神奈川県のニッパ
ツ三ツ沢球技場で福島県代表の尚志高校と対
戦します。

（市民スポーツ課）

全国高校サッカー選手権大会
に出場決定！

※敬称略
≪文化の部≫
○舞台パフォーマンス
　 高島ストンプクラブ
　　パフォーマンス賞
○人形劇
　 おひさま一座
　　努力賞
○意見発表
　 上山　大介
　　努力賞

≪体育の部≫
○柔道【団体戦】
　 天神道場　　第３位
○柔道【個人戦】
　 佐倉　佑弥　ベスト８
　 伊吹　脩平　ベスト８
　 青谷真乃介　ベスト16
○軟式野球
　 ＷＥＳＴ ＯＨＭＩ ＢＡＳＥＢＡＬＬ 
　 ＣＬＵＢ  第４位
○フットサル
　 Ｍｒ．ＴＩＲＥＤ 第５位

県障害者スポーツ大会
で準優勝！

　11月19日（土）から23日（水）まで、
新旭体育館を会場に、第７回高島市美術展
覧会と青少年美術展覧会を同時開催しまし
た。会場には合計1,741点もの作品が集
まり、５日間で4,594人の方々にご鑑賞
いただきました。
　市美術展覧会の出品320点の中から高
島市美術展賞（大賞）を受賞された作品を
ご紹介します。受賞された皆さんおめでと
うございます。
　なお、特選以上の受賞作品は、市ホーム
ページに掲載していますので、ご覧くださ
い。（高島市美術展覧会実行委員会事務局）

第７回高島市美術展覧会＆青少年美術展覧会

１，７４１点もの作品が集う！

　10月27日（木）にマキノ高
原グラウンドゴルフ場で、第７
回高島市男女別グラウンド・ゴ
ルフチャンピオン大会が開催さ
れました。
　高島市グラウンド・ゴルフ協
会主催の春季・夏季・秋季大会
の予選を通過した会員がチャン
ピオンを競う大会で、次の方が
栄えある成績を収められまし
た。　　　　（市民スポーツ課）

※敬称略

　11月22日（火）、滋賀県庁で平成23年度統計功績者表彰
伝達式が開催され、本市で統計調査員としてご活躍いただい
ている４人の方が表彰されました。　　　　　（情報統計課）

○平成22年国勢調査　※敬称略
　（指導員） 土井ます江（写真右）
　　　　　 髙谷　和代（写真中央右）
　　　　　 大原　亘　（写真中央左）

（調査員）南嵜　良子（写真左）

第７回高島市男女別グラウンド・ゴルフチャンピオン大会

市内グラウンドゴルフの頂点競う

平成23年度統計功績者表彰

調査の功績により受賞

※敬称略

平面の部
「あの日から」熊谷 則子

書の部
「落 葉」葛田 絢子

写真の部
「雨の美山」森本 正則

立体の部
「Ｍ 嬢」野田 侑記子

高島市美術展賞（大賞）作品

＜男子の部＞
　優　勝　石田　勝　（マキノ）／写真中央
　準優勝　森本　徳治（今　津）／写真左
　３　位　青木　馨　（マキノ）／写真右

＜女子の部＞
　優　勝　竹原　栄子（マキノ）／写真中央
　準優勝　桑原　良子（新　旭）／写真右
　３　位　中山　友子（今　津）／写真左

工芸の部
「宇宙に思いをはせて」大藤 恵美子
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報17 2012・1・1 紙ごみ減量標語応募作品 「紙のごみ　分別をして　減らそうよ」　清家　幸土（安曇川） 紙ごみ減量標語応募作品 「紙のごみ　そのまま捨てずに　リサイクル」　山本　怜生（今　津）

　高島市農業委員会では、11月５日（土）に、
西川市長、石田・清水両県議会議員、大西市
議会議長、川端総務大臣須藤秘書を招き、市
産業経済部長・次長の出席のもと、農政懇談
会を開催しました。
　懇談会では、本市農業の持続的な発展を図
るため、「営農組織立ち上げの推進」「獣害防
止柵の管理」「地産地消の早期取り組み」な
どについて意見交換を行いました。

（農業委員会事務局）

農政懇談会を開催

農業発展に向け意見交換
　高島市農業委
員会では、農業
者の公的代表機
関として、11月
18日（金）に「高
島市農業施策等
に関する建議」

を市長に提出しました。
　農業委員会では、３つの専門分科会を設け、
刻々と変化する農政問題とその解決策を調
査・研究し、「建議」として取りまとめ、毎
年市長に対し提言をしています。
　今年は、「担い手の育成・確保」「遊休農地
対策」「有害鳥獣駆除」「地産地消が可能な特
産品の掘り起こし」など、多岐にわたる政策
提言を行いました。詳しくは、市ホームペー
ジをご覧ください。　　　（農業委員会事務局）

高島市農業施策等に関する建議

農業委員会から市長へ提言

　10月30日（日）、藤樹
の里文化芸術会館で、やん
ちゃ和尚こと廣中邦充さん
をお迎えし、青少年育成指
導者等研修会を開催しまし
た。笑いあり、涙ありの実
体験を交えながらのお話は、
地域の教育力の大切さを再
認識する講演でした。また、
当日は東日本大震災の募金
活動を行い、寄せられた義
援金26,760円を日本赤十
字社へ送りました。

（青少年育成市民会議）

青少年育成指導者等研修会

地域教育力の大切さ再認識
　11月５日（土）に行
われたよえもん道場で
は、里芋収穫とこんにゃ
く作りを体験しました。
里芋が土の中でどのよ
うにできているのか、
こんにゃくは何からで
きているのかなど、は
じめて知ることばかり
で、子どもたちにとっ

て貴重な体験となりました。収穫した里芋と手
作りこんにゃくは、12月10日（土）の藤樹学
習の一環で芋炊き調理に使いました。

（青少年育成市民会議）

よえもん道場

里芋収穫、こんにゃく作りを体験

　滋賀県と姉妹都市提携を結んでいるアメリカ
合衆国ミシガン州から、姉妹都市交流事業とし
て15人の友好親善使節団が滋賀県を訪問され、
そのうち２人の方が11月11日（金）から16
日（水）まで、高島市でホームステイされました。
　市を訪問されたのは、ジェームズ・ヘスさん、
アイバ・カッツ-ヘスさんご夫妻で、11日（金）
には市役所を表敬訪問。旧マキノ町と姉妹都市
提携を結んでいたペトスキー市長からの親書を

西川市長に伝達され、終
始なごやかな雰囲気の中
で市長と懇談されました。
　滞在期間中は、市内観
光、今津中学校訪問など、
６日間を有意義に過ごされ、市民の皆さんとの
交流を深められました。こうした交流が今後も
長く続き、ますます友好の輪が広がっていくこ
とを期待しています。　　　（市民活動支援課）

ミシガン州友好親善使節団、高島市来訪

ヘスさん夫妻、高島で交流深める

　11月23日（水）、安曇川公民館ふじのき
ホールで約160人の参加を得て高島市青少
年育成大会を開催しました。青少年善行表彰
として桂田誉音さんが表彰されたほか、中学
生の「私の思い2011」発表や喜多徹人さん
の「子どもをやる気にさせるには」と題した
講演が行われました。子どもたちの意見発表
や喜多さんの心理学に基づく講演に、参加者
の方は熱心に聴き入っておられました。

（青少年育成市民会議 ）

高島市青少年育成大会

青少年の思い、参加者ら聴き入る
　11月26日（土）、
第４回子どもの体
験活動サポーター養
成講座を開催しまし
た。
　郷土料理を伝える
活動をされている
「女性ネットワーク
ゆう」の青井さんと
入江さんから、えび
豆・麩

ふ
ぬた・丁稚よ

うかん、そして焼き
鯖そうめんを教えていただきました。
　参加されたサポーターは、「これからの体
験活動に生かしたい」と熱心に取り組んでい
ました。調理器具の使い方など、子どもの体
験活動で押さえておきたいポイントを学び、
充実した活動になりました。

（社会教育課　青少年育成室）

第４回子どもの体験活動サポーター養成講座

郷土料理を習得

　秋の火災予防運動の初日である11月9日
（水）に、高島市女性消防団５人が市内４か
所の保育園を訪問し「火の用心」の呼び掛け
をしました。
　団員による防災教育カードゲーム「防災
ダック」に園児たちは大喜びし、次々に出さ
れるカードにくぎ付けになりました。団員ら
も大きな手応えを実感し、今後も市内の子ど
もたちに「防災の輪」を拡げていきたいと語っ
ていました。

（消防総務課）

保育園で「火の用心」呼び掛け

防災ダックで楽しく学習高校球児、交通事故撲滅訴え

　滋賀県内で交通死亡事故が多発している現
状を踏まえ、11月11日（金）に交通死亡事
故撲滅を目指す一斉街頭啓発が県内の主要な
駅で行われました。
　市内では、近江今津駅で、交通安全関係機
関や高島高校野球部のメンバーが駅利用者に
啓発品を配布するなどして、市内からの交通
事故の撲滅を呼び掛けました。
　平成23年１月から11月末までに、市内で
は交通死亡事故が６件発生しています。今年
は「交通死亡事故ゼロ高島」を達成するため、
より一層の思いやり運転と交差点での一旦停
止や左右確認を徹底しましょう。

（交通対策課）

交通死亡事故ゼロを目指して
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友
人
に
「
投
資
取
引
で
金
も
う

け
を
し
よ
う
」
と
誘
わ
れ
、
そ
の
た

め
に
必
要
と
言
わ
れ
て
50
万
円
の
投

資
用
教
材
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
借
金
し
て
買
っ
た
。

そ
の
後
に
友
人
か
ら
「
他
の
人
に
紹
介

す
れ
ば
、
一
人
購
入
に
つ
き
10
万
円
の

紹
介
料
が
入
る
」
と
教
え
ら
れ
た
。
友

人
は
紹
介
料
の
た
め
に
自
分
を
誘
っ

た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

紙ごみ減量標語応募作品 「紙のゴミ　未来のために　リサイクル」　垣貫　直人（今　津） 紙ごみ減量標語応募作品 「紙のごみ　ポイ捨てしないで　再利用」　澤井　建樹（今　津）

火災 救急 救助
（　）内は年累計

建物火災／1（12）
林野火災／0（0）

▼  火　災

▼  救　急

▼  救　助

今　年 昨　年 増　減
人身事故発生件数 209件 214件 ▲5件

死　　者　　数 6人 3人 3人

傷　　者　　数 276人 290人 ▲14人

発生場所
マキノ 26
今　津 51
朽　木 8
安曇川 51
高　島 26
新　旭 47

●発生状況（累計）

交通事故／3（18）
その他／3（17）

車 両 火 災／0（4）
その他火災／0（7）

交通事故／31（218）
急 病／121（1389）

一般負傷／34（361）
その他／24（282）

火 災／1（9）
水難事故／0（4）
（注）【救急】 その他=火災+労働災害+運動競技+
 加害+自損行為+転院搬送等
 【救助】 その他=自然災害+機械事故+
 建物事故+ガス事故+爆発等

高島市内の交通事故発生状況 （平成23年11月末現在） 火災火災11月の 件数

h消防本部　消防総務課　f（22）5401

大
学
生
に
広
が
る

紹
介
販
売
ト
ラ
ブ
ル

【注意ポイント】
★成人直後の20歳代を中心にトラブルが広
がっています。

★今後は、高校の同窓生やアルバイト先など
のネットワークを介してトラブ
ルが拡大するおそれがあります。

【アドバイス】
☆友人や先輩からもうけ話を持ち
かけられても、安易に応じない。

☆もうけ話を勧められても、借金し
てまで契約しない。

☆友人を紹介して紹介料を受け取ると、人間
関係を壊すことにつながる。

☆トラブルにあったら、すぐに大学や消費生
活相談窓口に相談する。

　h生活相談課　f（25）8125

「避難所」テーマに、
高島市総合防災訓練開催

　

昨
年
は
、
３
月
の
東
日
本
大
震
災
や

９
月
の
台
風
に
よ
る
大
き
な
災
害
が
発
生

し
、
国
民
全
体
が
自
然
災
害
、
特
に
地
震

に
よ
る
津
波
の
恐
ろ
し
さ
、
そ
れ
に
加
え

て
原
子
力
発
電
所
の
事
故
の
影
響
の
大
き

さ
を
痛
感
し
た
年
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の

よ
う
な
情
勢
の
中
、
平
成
23
年
度
高
島
市

総
合
防
災
訓
練
を
11
月
13
日
（
日
）、
今

津
東
小
学
校
を
主
会
場
に
行
い
ま
し
た
。

今
回
は
「
避
難
所
」
を
テ
ー
マ
に
、
関
係

機
関
、団
体
の
協
力
を
得
て
行
い
ま
し
た
。

訓
練
に
参
加
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
は
、

避
難
所
の
イ
メ
ー
ジ
を
実
感
し
て
い
た
だ

け
た
も
の
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
今
回
は

市
役
所
も
被
害
を
受
け
た
と
想
定
し
、
屋

外
テ
ン
ト
に
お
け
る
災
害
対
策
本
部
を
設

置
し
活
動
訓
練
を
行
っ
た
ほ
か
、
職
員
が

徒
歩
等
で
参
集
す
る
訓
練
も
行
い
ま
し

た
。

　

市
で
は
、
今
後
も
よ
り
実
際
的
な
防
災

訓
練
に
な
る
よ
う
計
画
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
市
民
の
皆
さ
ん
や
関
係
団
体
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
各
区
・
自

治
会
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
創
意
を
凝
ら
し
た

防
災
訓
練
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
日
頃
か
ら
の
訓
練
が
、
災
害
時
に
大

き
な
力
を
発
揮
し
ま
す
。
今
後
と
も
積
極

的
な
訓
練
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

「避難所」テーマに、
高島市総合防災訓練開催

○
市
総
合
防
災
訓
練
内
容

広
域
避
難
所
の
開
設
・
運
営
訓
練
、
住

民
の
避
難
訓
練
、
初
期
消
火
・
応
急
救

護
・
応
急
搬
送
等
の
訓
練
、
市
の
備
蓄

物
資
の
運
搬
訓
練
、
防
災
ヘ
リ
に
よ
る

救
出
訓
練
お
よ
び
給
水
所
・
炊
出
し
所
・

救
護
所
・
入
浴
所
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
等
の
施
設
の
設
置
訓
練

　

h
総
合
防
災
課

　
　

f（
２
５
）８
１
３
３

可燃ごみ削減状況
　広報たかしま10月号から地域別ごみ削減
状況をお知らせしていましたが、地域ごとに
条件が異なるのではないか（事業所数など）
とのご意見がありましたので、今後は市全体
の『燃やせるごみ削減状況』をお知らせします。

　

12
月
２
日
か
ら
、
平
和
堂
あ
ど
が
わ
店
に
『
え
こ

す
ぽ
っ
と
』
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。『
え
こ
す
ぽ
っ

と
』
と
は
、ポ
イ
ン
ト
制
の
古
紙
回
収
サ
ー
ビ
ス
で
、

回
収
ボ
ッ
ク
ス
に
投
入
さ
れ
た
古
紙
の
重
量
に
応
じ

て
、
専
用
の
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
に
ポ
イ
ン
ト
が
加
算

さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
す
。
古
紙
１
㎏
あ
た
り
１
ポ

イ
ン
ト
で
、
５
０
０
ポ
イ
ン
ト
貯
ま
れ
ば
５
０
０
円

分
の
平
和
堂
商
品
券
と
交
換
で
き
ま
す
。

　

古
紙
を
処
分
す
る
と
き
は
、
古
紙
回
収
所
『
え
こ

す
ぽ
っ
と
』
を
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

古
紙
で
商
品
券
ゲ
ッ
ト
！

　

★
★
持
ち
込
み
可
能
な
古
紙
★
★

　

１
．古
新
聞
と
チ
ラ
シ

　

２
．そ
の
他
古
紙
（
古
雑
誌
・
古
本
・
紙
箱
な
ど
）

　
※
ダ
ン
ボ
ー
ル
は
回
収
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ごみ減量
大作戦

hごみ減量推進室　f（25）8123
� � �� この事業は全国モーターボート競走施行者協議会からの拠出金を受けて実施するものです。



●
子
ど
も
家
庭
相
談
課　

f（
２
５
）８
５
１
７

　
　

ま
た
は
市
内
各
保
健
セ
ン
タ
ー

●
滋
賀
県
中
央
子
ど
も
家
庭
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　

f
０
７
７（
５
６
２
）１
１
２
１

相
談
先

（
通
告
先
）

こ
う
い
う
場
合
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う
？

子
ど
も
を
褒
め
る
と
、
子
ど
も

が
い
い
気
に
な
っ
て
収
拾
が

つ
か
な
く
な
り
ま
す
。

　

特
に
小
さ
い
子
ど
も
の
場

合
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起

こ
る
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
継
続
し

て
良
い
行
動
を
褒
め
て
い
る
と
、
子

ど
も
の
こ
う
い
っ
た
行
動
は
収
ま
り

ま
す
。
子
ど
も
は
自
分
自
身
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
す
る
能
力
が
大
人
よ
り
も

未
熟
な
の
で
、
感
情
に
流
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
に

よ
っ
て
は
、
ど
の
よ
う
に
振
る
舞
っ

た
ら
よ
い
の
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う

こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
。
そ
の
場
合

も
、し
ば
ら
く
す
れ
ば
収
ま
り
ま
す
。

　

私
た
ち
は
褒
め
ら
れ
る
と
嬉
し
く

な
り
ま
す
。
現
代
で
は
、
脳
科
学
の

研
究
も
進
み
、
褒
め
ら
れ
る
と
、
脳

は
ご
褒
美
を
も
ら
っ
た
時
と
同
じ
よ

う
な
反
応
を
起
こ
す
こ
と
が
わ
か
っ

て
き
ま
し
た
。
こ
の
う
れ
し
い
と
い

う
体
験
は
、
行
動
を
維
持
す
る
の
に

大
き
な
力
を
発
揮
し
ま
す
。

　

何
か
行
動
を
起
こ
し
た
と
き
に
褒

め
ら
れ
る
と
、
私
た
ち
は
ま
た
同
じ

こ
と
を
し
よ
う
と
し
ま
す
。
そ
れ

は
、
行
動
の
あ
と
に
与
え
ら
れ
る
結

果
が
、
褒
め
ら
れ
る
と
い
う
非
常
に

心
地
良
い
も
の
だ
か
ら
で
す
。

Ｑ
＆
Ａ

Ａ Ｑ

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
し
ら
？

　年末年始の12月29日から１月３日まで
の６日間、市内の歯科診療所が休診となるこ
とから、高島市歯科医師会により当番制の休
日歯科診療が行われます。
　歯が痛みすぐに処置してほしい等、緊急の
場合は開院時間内に当番診療所までご連絡の
うえ、受診をしてください。

　ウォーキングマップのコースを歩く健康たか
しまいきいきウォーキングを月１回開催していま
す。今月は、江戸時代の陽明学の祖　中江藤樹生
誕の地を訪れる「藤樹の里コース（安曇川）約5.0
㎞」です。ウォーキングリーダーさんとともに楽
しく歩きませんか。

　▼日　　時　１月12日（木）
　　　　　　　　９時30分～11時30分
　▼集合場所　安曇川公民館（ふれあいセンター）
　　　　　　　玄関前　
　▼持ち物等　防寒着、帽子、手袋、はきなれた靴、
　　　　　　　リュックサック、タオル、お茶、
　　　　　　　雨具（雨が降りそうな時）

h健康推進課　f（25）8078

年末年始の
救急歯科診療

＜参加にあたってのお願い＞
・参加される方は、日頃からご自身の健康管理を
お願いします。
・申し込みは不要です。参加を希望される方は現
地にお集まりください。
・悪天候の場合、実施の有無は現地に集合した人
で判断をしますので中止の連絡は行いません。

いっしょに歩きませんか
健康たかしまいきいきウォーキング

歯 科 診 療 所
12
／
29 
（木）

12
／
30 
（金）

12
／
31 
（土）

１
／
１ 
（日）

１
／
２ 
（月）

１
／
３ 
（火）

あだち歯科クリニック 
 安曇川町西万木811 
 f32－6480

○ ○ ○

野上歯科医院 
 新旭町旭二丁目2番地4 
 f25－7500

○ ○ ○

　介護をされている男性の皆さん、介護の悩み
や疲れはありませんか？
　男性同士が集まり、思いを語り合い、明日か
らの介護について一緒に考えませんか。介護を
終えた男性の方もお待ちしております。

　▼日　時　１月26日（木）　13時～15時
　▼場　所　安曇川公民館
　▼内　容　「ケアメン（男性介護者）の会」
　　　　　　（講義・座談会）
　　　　　　講師　医療法人藤本クリニック
　　　　　　　　　藤本直規さん
　　　　　　　　　奥村典子さん
　h各地域包括支援センター

　いつまでも健康でいるためには、１
日３回の食事をきちんと食べる、いろ
んな食品をまんべんなく食べることが
大切です。
　食品のなかでも特に、動物性たんぱ
く質（魚、肉、卵、牛乳）と植物性た
んぱく質（大豆、大豆製品）を意識し
て食べることが低栄養の予防となり、
さらには寝たきり予防につながります。

簡単！ほうれん草の白和え風
【材料　２人分】
　ほうれん草・・・１／２束　
　厚揚げ・・・・・小２個
　砂糖・・・・・・大さじ１／２
　しょうゆ・・・・小さじ１
　塩・・・・・・・少々
　すりごま・・・・大さじ１

【作り方】
① ほうれん草を茹で、しっかりと水気
を絞り、食べやすい長さに切る。

② ボウルにフォークなどで潰した厚
揚げを入れ、砂糖、しょうゆ、塩、
すりごまを混ぜ合わせて和え衣を
作る。

③ ②に①のほうれん草を和える。

１月の家族介護教室

低栄養を予防しよう
寒い冬を、
健康で過ごそう！

1
食 

事

・
か
ん
き
つ
類
や
野
菜
に
多
く
含
ま

れ
て
い
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
に
は
免
疫

力
を
保
つ
働
き
が
あ
り
ま
す
。
青

菜
類
や
か
ぼ
ち
ゃ
な
ど
積
極
的
に

摂
り
た
い
食
品
で
す
。

・
お
酒
を
飲
む
機
会
が
多
い
時
期
で

す
が
、
体
調
を
崩
さ
な
い
よ
う
に

配
慮
し
な
が
ら
楽
し
み
た
い
も
の

で
す
。

2
環
境
調
整

・
か
ぜ
な
ど
を
引
き
起
こ
す
ウ
イ
ル

ス
は
、
低
体
温
で
乾
燥
し
た
場
所

を
好
み
ま
す
。室
温
は
20
度
前
後
、

湿
度
は
50
％
か
ら
60
％
以
上
に
保

つ
よ
う
、
加
湿
器
を
使
っ
た
り
、

濡
れ
た
衣
類
を
干
し
た
り
す
る
な

ど
工
夫
し
ま
し
ょ
う
。

・
発
熱
繊
維
な
ど
、
素
材
そ
の
も
の

に
保
湿
機
能
を
持
た
せ
た
衣
類
も

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
首
や
袖
、
足

元
な
ど
衣
類
の
開
口
部
を
し
っ
か

り
ふ
さ
ぐ
と
保
湿
性
が
保
た
れ
ま

す
。

3
入
浴

・
入
浴
中
の
事
故
は
他
の
季
節
に
比

べ
て
３
倍
も
高
い
と
い
う
報
告
が

あ
り
ま
す
。
脳
卒
中
や
心
臓
病
、

熱
い
湯
に
長
時
間
入
っ
て
い
る

こ
と
で
起
こ
る
熱
中
症
が
あ
り
ま

す
。
食
事
や
運
動
の
直
後
は
入
浴

を
控
え
ま
し
ょ
う
。
脱
衣
場
や
浴

室
を
暖
か
く
し
て
お
く
こ
と
、
入

浴
後
は
水
分
補
給
を
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

4
運
動

・
運
動
不
足
に
な
り
や
す
い
季
節
で

す
が
、
体
力
を
保
ち
、
肩
こ
り
や

腰
痛
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た

め
に
も
積
極
的
に
体
を
動
か
し
ま

し
ょ
う
。
た
だ
し
、
急
な
温
度
変

化
に
よ
る
脳
・
心
臓
へ
の
負
担
を

減
ら
す
た
め
に
、
早
朝
や
起
床
直

後
の
運
動
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

5
か
ぜ
予
防

・
か
ぜ
予
防
の
基
本
で
あ
る
「
手
洗

い
・
う
が
い
・
マ
ス
ク
」
を
し
ま

し
ょ
う
。

▼開院時間　10時～16時

広
報2012・1・1 20広
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北部地域包括支援センター  f（22）0193
北部健康福祉センター  f（22）5101

南部地域包括支援センター  f（32）2520
南部健康福祉センター  f（32）4413

マキノ
今 津
新 旭

朽 木
安曇川
高 島

紙ごみ減量標語応募作品 「紙のゴミ　燃やせるゴミに　出さないで」　高山　千佳（今　津） 紙ごみ減量標語応募作品 「紙のゴミ　みんなのために　リサイクル」　山本　怜也（今　津）



紙ごみ減量標語応募作品 「紙のゴミ　リサイクルして　また使おう！！」　釆野　美咲（今　津） 紙ごみ減量標語応募作品 「かみのゴミ　リサイクルして　再りよう」　勝田じゅき（今　津）

【
教
育
委
員
会
の
取
り
組
み
】

○
学
校
へ
の
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

の
派
遣
回
数
を
増
や
し
、
臨
床
心
理

士
な
ど
を
新
た
に
派
遣
し
て
、
生
徒

や
保
護
者
の
心
の
ケ
ア
を
図
り
ま

す
。

○
い
じ
め
や
暴
力
行
為
等
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
、
教
育
相
談
を
全
て
の
小

中
学
校
で
実
施
し
、
児
童
生
徒
が
抱

え
て
い
る
様
々
な
悩
み
に
対
し
て
早

期
に
対
応
し
ま
す
。

○
生
徒
指
導
担
当
教
諭
等
の
連
絡
協
議

会
を
開
催
し
、
今
回
の
事
件
の
検
証

を
行
い
、
い
じ
め
等
へ
の
対
応
に
つ

い
て
研
修
を
深
め
ま
す
。

○
各
関
係
機
関
と
連
携
し
、
い
じ
め
等

の
学
校
が
抱
え
て
い
る
課
題
の
改
善

に
向
け
て
支
援
を
行
い
ま
す
。

【
学
校
の
取
り
組
み
】

○
全
教
職
員
が
生
徒
の
心
情
に
寄
り
添

い
、
一
人
ひ
と
り
の
声
に
真し
ん
し摯
に
耳

を
傾
け
て
、
生
徒
の
心
の
ケ
ア
に
取

り
組
み
ま
す
。

○
生
徒
の
悩
み
等
を
き
め
細
か
に
酌
み

取
れ
る
よ
う
、
ア
ン
ケ
ー
ト
や
教
育

相
談
の
内
容
、
方
法
等
を
さ
ら
に
工

夫
し
ま
す
。

○
職
員
会
議
お
よ
び
研
修
会
等
に
よ
り

今
回
の
事
件
の
検
証
を
行
い
、
課
題

を
明
ら
か
に
し
て
指
導
方
法
な
ど
の

改
善
に
努
め
ま
す
。

○
生
徒
会
活
動
を
中
心
と
し
た
生
徒
の

自
治
的
な
活
動
を
さ
ら
に
充
実
さ

せ
、生
徒
の
自
浄
能
力
を
高
め
ま
す
。

○
保
護
者
や
地
域
、
関
係
機
関
と
の
連

携
を
密
に
し
、
安
心
感
、
信
頼
感
の

持
て
る
学
校
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま

す
。

　

議　
　
　

案

・
高
島
市
教
育
委
員
会
事
務
局
職
員

等
の
人
事
に
つ
い
て

　

主
な
協
議
、
報
告
事
項

・
市
内
中
学
校
生
徒
に
よ
る
い
じ
め

事
件
に
つ
い
て

・
高
島
市
少
年
セ
ン
タ
ー
運
営
委

員
会
委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て

・
高
島
市
公
の
施
設
に
係
る
指
定

管
理
者
の
候
補
者
選
定
に
つ
い

て
・
地
域
づ
く
り
に
お
け
る
社
会
教

育
の
果
た
す
べ
き
役
割
に
つ
い

て
（
提
言
）

・
平
成
23
年
度
家
庭
教
育
支
援
事

業
に
つ
い
て

・
平
成
24
年
（
２
０
１
２
年
）
高

島
市
成
人
式
に
つ
い
て

第
11
回
定
例
会
報
告

11
月
25
日
開
催

い
じ
め
根
絶
に
向
け
、

全
力
で
取
り
組
み
ま
す

　

昨
年
11
月
に
、
中
学
校
生
徒
が
同
級
生
に
強
要
お
よ
び
暴
行
を
す
る
と
い
う
深

刻
な
い
じ
め
事
件
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、
い
じ
め
根
絶
に
向
け
、
全
力
を
挙
げ
て
次
の
こ
と
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

今
回
の
い
じ
め
事
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
被
害
に
あ
わ
れ
た
生
徒
さ
ん

と
そ
の
ご
家
族
の
皆
様
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
同
じ
学
校
で
加
害
生
徒
を

出
し
、
多
く
の
生
徒
の
心
を
傷
つ
け
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
対
し
深
く
お
詫

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
の
皆
様
に
対
し
ま
し
て
多
大
な
ご
心
配
と
ご
迷
惑
を
お
か

け
い
た
し
ま
し
た
こ
と
を
心
よ
り
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

い
じ
め
は
絶
対
に
許
さ
れ
な
い
と
の
共
通
認
識
の
も
と
、
教
員
、
児
童
、

生
徒
、
保
護
者
、
地
域
が
い
じ
め
を
許
さ
な
い
学
校
づ
く
り
に
努
め
て
い

る
中
に
あ
っ
て
、
今
回
の
事
件
が
発
生
し
ま
し
た
こ
と
は
極
め
て
残
念
で

心
苦
し
く
、
事
態
を
重
く
受
け
止
め
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
、
二
度
と
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
、
い
じ
め
に
対

す
る
認
識
を
更
に
強
く
持
ち
、
子
ど
も
の
小
さ
な
心
の
変
化
に
気
づ
け
る

よ
う
、
家
庭
、
地
域
、
学
校
、
関
係
機
関
の
連
携
を
深
め
、
全
て
の
小
中

学
校
に
お
い
て
防
止
策
を
と
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　

高
島
市
教
育
委
員
会　

教
育
長　

髙
橋　

博
志

　

普
通
の
か
ぜ
は
、
の
ど
の
痛
み
、
鼻

汁
、
く
し
ゃ
み
や
せ
き
が
中
心
で
全
身

症
状
は
あ
ま
り
み
ら
れ
ま
せ
ん
。一
方
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
38
℃
以
上
の
発

熱
・
頭
痛
・
関
節
痛
・
筋
肉
痛
な
ど
の

全
身
症
状
が
強
く
、
か
ぜ
と
同
じ
よ
う

な
症
状
も
み
ら
れ
ま
す
。

 　

予
防
の
基
本
は
、
流
行
前
に
ワ
ク
チ

ン
接
種
を
受
け
る
こ
と
で
す
。
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
た
場
合
の
重
症
化

防
止
の
方
法
と
し
て
有
効
と
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
た
人
の
せ

き
、
く
し
ゃ
み
、
つ
ば
な
ど
と
と
も
に

放
出
さ
れ
た
ウ
イ
ル
ス
を
、
吸
入
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
感
染
し
ま
す
。
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
て
き
た
ら
、
特

に
高
齢
者
や
慢
性
疾
患
を
持
っ
て
い
る

人
、
疲
れ
て
い
た
り
睡
眠
不
足
の
人

は
、
人
混
み
や
繁
華
街
へ
の
外
出
を
控

え
、
帰
宅
時
は
う
が
い
・
手
洗
い
を
し

ま
し
ょ
う
。

　

空
気
が
乾
燥
す
る
と
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
に
か
か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
の

ど
の
粘
膜
の
防
御
機
能
が
低
下
す
る
の

で
、
外
出
時
に
は
マ
ス
ク
を
利
用
し
た

り
、
室
内
で
は
加
湿
器
な
ど
を
使
っ
て

適
度
な
湿
度
（
50
〜
60
％
）
を
保
ち
ま

し
ょ
う
。
ぬ
れ
タ
オ
ル
を
ハ
ン
ガ
ー
に

ぶ
ら
下
げ
る
だ
け
で
も
効
果
が
あ
り
ま

す
。

◎
十
分
に
休
養
を
と
り
、
体
力
や
抵
抗

力
を
高
め
、
常
日
ご
ろ
か
ら
バ
ラ
ン

ス
よ
く
栄
養
を
と
る
こ
と
も
大
切
で

す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
た
ら
人

に
う
つ
さ
な
い
た
め
の
心
配
り
が
望
ま

れ
ま
す
。

★
咳
・
く
し
ゃ
み
の
際
に
は
、
テ
ィ
ッ

シ
ュ
な
ど
で
口
と
鼻
を
押
さ
え
、
周

り
の
人
か
ら
顔
を
そ
む
け
１
ｍ
以
上

離
れ
る
。

★
使
用
後
の
テ
ィ
ッ
シ
ュ
は
、
す
ぐ
に

ふ
た
付
き
の
ご
み
箱
に
捨
て
る

★
症
状
の
あ
る
人
は
、
マ
ス
ク
を
正
し

く
着
用
し
、
感
染
防
止
に
努
め
る
。

　

h
公
立
高
島
総
合
病
院

　
　

f（
３
６
）０
２
２
０

家
庭
や
職
場
で
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
を

　養生シートが撤去され、いよいよ外から
新病院本棟の全貌が見えるようになりまし
た。　
　既にご存知の方も多いとは思いますが、
平成24年５月の新病院開院に先駆け、４
月１日から病院名は「高島市民病院」に変

バイパスやＪＲ湖西線からもよく見えま
す。
　工事は最終段階で、仕上げ工事もほぼ終
了し、設備もエレベーターが設置されるな
ど、順調に進んでいます。あと少しで本棟
建築工事が完了し、その後、外構工事等を

　h病院建設課　　f（36）8089

わります。病院名の
サインは、高島市の
市章と同じ色で、北
側と南側に設置しま
した。国道１６１号

行います。皆様には
引き続きご不便をお
かけしますが、ご協
力をよろしくお願い
します。

新病院、
本体工事完了間近！

普
通
の
か
ぜ
と
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
違
い
は
？

予
防
は
ど
う
し
た
ら
よ
い

の
？

乾
燥
に
注
意
！

咳
エ
チ
ケ
ッ
ト

広
報2012・1・1 22広

報23 2012・1・1

11月に開催しました定例教育委員会についてお知らせします。

教育委員会informationに対するご意見等は、高島市教育委員会事務局教育総務課 f（32）1132 までお気軽にお寄せください。

公立高島総合病院からのお知らせ



紙ごみ減量標語応募作品 「紙のゴミ　リサイクルして　町きれい」　山嵜有佳里（今　津） 広
報2012・1・1 24広

報25 2012・1・1 紙ごみ減量標語応募作品 「紙のゴミちえと工夫で　リサイクル」　横木健太郎（安曇川）

h
保
険
年
金
課　

f
（
２
５
）８
１
３
７

郵便またはEメールで、投稿者氏名・住所・連絡先を書き添
えて投稿してください。作品は未発表のもので、応募は一人
１点とし、作品や氏名には必ずふりがなをお願いします。

次回締切　1月27日必着（掲載は３月号です。）（企画広報課）

★応募数が多い場合は選考をさせていただきます。（概ね50作品まで）

老
人
会　

旅
行
行
き
た
し　

足
痛
し

念
願
の　

山
登
り
う
れ
し　

岩
た
ば
こ

幸
せ
や　

第
二
成
人　

式
迎
え

百
均
の　

物
で
し
ん
ぼ
う　

し
て
い
ま
す

菊
の
香か

の　

こ
の
日
に
逝
き
て　

一
周
忌

上か
み
な
か中
の　

恵
比
須
さ
ん
よ
り　

福
来
た
る

近
づ
い
た　

期
限
切
れ
の
日　

あ
と
少
し

新
年
に　

願
い
新
た
に　

一
暦
年

寝
て
い
て
も　

怒
っ
て
い
て
も　

年
は
去
る

足
元
の　

幸さ
ち

み
つ
け
つ
つ　

七
十
年

誕
生
日　

孫
に
も
ら
っ
た　

冬
の
服

会
社
か
ら　

解
雇
通
告　

明
日
我
身

メ
タ
ボ
腹　

毎
朝
歩
く　

湖
岸
道

時
雨
か
ら　

車
の
中
の　

喫
茶
店

湖
面
に
も　

い
つ
し
か
移
る　

秋
の
彩い
ろ

文
化
祭　

ご
馳
走
に
な
っ
て　

友
と
会
え

月
下
美
人　

花
の
命
の　

い
と
お
し
さ

ク
ラ
ス
会　

話
の
花
も　

ご
馳
走
に

今
朝
も
ま
た　

パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
で　

深
呼
吸

文
化
祭　

踊
る
姿
の　

し
な
や
か
さ

貧
し
く
も　

健
康
な
れ
ば　

笑
み
浮
ぶ

二
番
風
呂　

肩
ま
で
つ
か
り　

大
あ
く
び

年
賀
状　

枚
数
減
り
て　

歳
ふ
え
る

な
べ
か
こ
み　

祖
母
の
お
も
い
で　

語
る
孫

我
額ひ
た
い

　

種
ま
か
ぬ
の
に　

し
み
の
花

電
話
鳴
る　

受
話
器
持
つ
と　

セ
ー
ル
ス
か

診
察
を　

待
つ
の
長
く
て　

疲
れ
出
る

メ
タ
ボ
だ
と　

知
り
つ
つ
今
日
も　

目
が
食
べ
る

良
い
年
で　

明
け
て　

九
十
の
辰
の
年

お
正
月　

お
せ
ち
に
願
う　

家
内
安
全

万
札
束　

ど
こ
に
隠
そ
か　

年
の
暮
れ

霧
立
ち
の　

杉
山
よ
ぎ
る　

つ
が
い
鹿

小
谷　

ひ
で
（
高
・
高
島
）

細
野
紀
代
子
（
マ
・
白
谷
）

河
原
田　

勝
（
今
・
岸
脇
）

河
原
田
う
た
子
（
今
・
岸
脇
）

落
合　

麻
実
（
高
・
永
田
）

曽
根
ケ
イ
子
（
新
・
饗
庭
）

石
田　

三
造
（
新
・
深
溝
）

久
米　

良
彦
（
新
・
太
田
）

池
田
よ
し
枝
（
今
・
今
津
）

中
河　

仁
子
（
今
・
今
津
）

前
川　

た
つ
（
新
・
針
江
）

山
本　

京
子
（
高
・
高
島
）

梅
村　

保
次
（
安
・
四
津
川
）

沢
井　

美
代
（
朽
・
岩
瀬
）

丸
岡
亜
希
子
（
新
・
藁
園
）

前
田　

と
み
（
今
・
浜
分
）

中
崎　

徳
子
（
朽
・
桑
原
）

斉
藤　

光
江
（
安
・
今
在
家
）

頃
常　

芳
子
（
今
・
今
津
）

藤
森
み
ち
子
（
朽
・
柏
）

村
田　

ナ
ミ
（
高
・
勝
野
）

上
田
幸
次
郎
（
マ
・
浦
）

山
本
喜
代
治
（
安
・
長
尾
）

高
岡
ふ
じ
江
（
マ
・
小
荒
路
）

風
林　

み
津
（
安
・
西
万
木
）

寺
尾　
　

浩
（
マ
・
西
浜
）

寺
尾　

輝
代
（
マ
・
西
浜
）

久
保　

俊
明
（
高
・
拝
戸
）

土
井
登
美
雄
（
安
・
三
尾
里
）

本
城　

和
枝
（
新
・
太
田
）

上
山　

惟
裕
（
高
・
城
山
台
）

岸
田　

金
子
（
安
・
田
中
）

欲
深
き　

俺
の
願
い
は　

初ゆ

め夢
遠
し

節
約
の　

心
構
え
が　

何
げ
な
く

山
紅
葉　

朝
も
や
上
り　

鮮
や
か
に

米
寿
ま
で　

花
や
嵐
も　

な
つ
か
し
く

懐
か
し
い　

顔
、
顔
、
顔
の　

同
窓
会

反
対
と　

賛
成
分
け
る　

損
か
得

赤
と
ん
ぼ　

腕
白
達
を　

従
え
て

フ
ク
シ
バ
ス　

満
員
御
礼　

路
地
を
行
く

大
根
と　

私
の
足
の　

勝
負
か
な

枯
れ
葉
み
な　

土
に
帰
り
て　

天
青
し

寒
く
成
る　

朝
起
き
る
の
が　

つ
ら
い
こ
と

紅
葉
狩
り　

た
ま
の
お
出
か
け　

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

か
ど
松
に　

願
い
を
託
す　

幸
あ
れ
と

秋
晴
れ
に　

声
は
り
あ
げ
て　

こ
だ
ま
き
き

幸
せ
は　

苦
楽
を
分
か
つ　

妻
が
い
て

老
ゆ
る
と
は　

諦
め
な
り
と　

寺
の
鐘

自
慢
気
に　

携
帯
こ
な
す　

二
歳
半

月
明
か
り　

ゆ
ず
湯
に
入い

り
て　

至
福
の
と
き

四
方
拝　

指
折
り
返
し　

歳
数
う

携
帯
に　

気
取
っ
て
写
る　

孫
一ひ
と
つ歳

年
始は
じ
め

　

毎
年
思
う　

今
年
こ
そ

「
江
」
観
終
え　

無
事
越
年
に　

感
謝
す
る

寄
せ
書が
き

で　

祝
う
米
寿　

夢
拡
く

冬
晴
れ
や　

清
き
流
れ
の　

光
る
川

北
の
風　

高
島
し
ぐ
れ　

ほ
お
つ
た
う

孫
た
ち
と　

囲
む
カ
ニ
な
べ　

新
春
か
な

鳰に
お
ど
りの　

弾
み
を
つ
け
て　

も
ぐ
り
け
り

画
面
ご
し　

孫
の
笑
顔
に　

癒
さ
れ
る

湯
豆
腐
の　

湯
気
に
揺
ら
れ
て　

眼
鏡
と
る

被
災
地
に　

親
日
の
笑
顔　

ブ
ー
タ
ン
王

初
雪
に　

と
ま
ど
う
紅
葉　

比
良
山
景

世
直
し
は　

浪
花
維
新
に　

す
る
男

寺
田　

義
輝
（
マ
・
西
浜
）

早
田　

弘
子
（
今
・
今
津
）

山
本　

節
子
（
安
・
西
万
木
）

福
井　
　

良
（
安
・
西
万
木
）

粂　
　

洋
一
（
新
・
太
田
）

平
井　

真
造
（
安
・
上
古
賀
）

西　

美
津
子
（
高
・
鴨
川
）

八
田　

信
子
（
高
・
高
島
）

曽
根
し
づ
江
（
マ
・
沢
）

貴
瀬　
　

勝
（
新
・
安
井
川
）

浅
井
き
ぬ
ゑ
（
高
・
武
曽
横
山
）

川
本
ヨ
シ
子
（
朽
・
野
尻
）

木
津　

み
ね
（
高
・
拝
戸
）

森
本　

幸
枝
（
今
・
梅
原
）

駒
井　

堅
次
（
安
・
北
船
木
）

西　
　

晴
明
（
高
・
鴨
川
平
）

松
本
せ
つ
子
（
マ
・
海
津
）

畠
山
美
智
子
（
朽
・
麻
生
）

木
津
良
太
郎
（
高
・
永
田
）

松
山
八
夜
夷
（
今
・
今
津
）

上
原
す
み
江
（
新
・
太
田
）

髙
澤　

芳
枝
（
今
・
松
陽
台
）

北
坂　
　

修
（
高
・
武
曽
横
山
）

墨
友　

光
代
（
今
・
上
弘
部
）

伊
吹　

忠
義
（
マ
・
中
庄
）

川
本　

一
男
（
安
・
北
船
木
）

洞
山
千
代
江
（
今
・
南
新
保
）

中
内　

保
男
（
新
・
針
江
）

伊
庭　

健
博
（
新
・
深
溝
）

井
口　

み
よ
（
高
・
高
島
）

川
端　

昭
子
（
高
・
畑
）

髙
橋　

久
一
（
新
・
藁
園
）

広
告

募
集

あなたのお店や事業の広告を出しませんか？

広  報  誌 ホームページ
■３月号締切　１月25日（水）
■掲載料　10,000円/１枠（28mm×85mm）

■２月掲載分締切　１月12日（木）
■掲載料　１か月10,000円

みてねっと！
「ウィークリーニュース」
の最終画面に掲載主の社
名表示付き！

「
国
民
年
金
」

　

日
本
に
住
む
20
歳
か
ら
60
歳
未
満
の

す
べ
て
の
人
は
国
民
年
金
に
加
入
し
、

保
険
料
を
納
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
は
、
老
後
の
生
活
保
障
だ

け
で
な
く
、
万
が
一
、
病
気
や
ケ
ガ
で

障
害
が
残
っ
た
と
き
、
一
家
の
働
き
手

が
亡
く
な
っ
た
と
き
な
ど
、
あ
な
た
や

あ
な
た
の
家
族
を
守
っ
て
く
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
加
入
の
届
出
や
保
険
料
の

納
め
忘
れ
が
あ
る
と
年
金
が
受
け
ら
れ

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、「
あ
の

時
に
…
」
と
後
悔
す
る
前
に
、
国
民
年

金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

　

加
入
の
手
続
き
は
、
保
険
年
金
課
・

各
支
所
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。（
20
歳

前
に
就
職
し
て
厚
生
年
金
等
に
加
入
中

の
方
は
、
加
入
手
続
き
は
不
要
で
す
。）

　

な
お
、
学
生
の
方
や
収
入
が
少
な
く

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
方
の
場
合

は
、「
学
生
納
付
特
例
」
や
「
若
年
者

納
付
猶
予
」
な
ど
、
保
険
料
の
支
払
い

　

老
齢
年
金
は
、
所
得
税
法
上
の
雑

所
得
と
し
て
課
税
の
対
象
で
す
。
そ

の
た
め
、
老
齢
年
金
を
受
け
て
い
る

方
に
は
、
１
年
間
の
年
金
の
支
払
総

額
な
ど
を
記
載
し
た「
源
泉
徴
収
票
」

が
１
月
下
旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら

送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
確
定
申
告
の

際
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、障
害
年
金
・
遺
族
年
金
は
、

課
税
対
象
外
な
の
で
源
泉
徴
収
票
は

送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

大切に保管し、
確定申告の際に、
提出してください。

源
泉
徴
収
票
が

送
付
さ
れ
ま
す

加
入
手
続
き
を
お
忘
れ
な
く
！

20
歳
に
な
っ
た
ら

「
国
民
年
金
」

　

老
齢
基
礎
年
金

　

…
65
歳
か
ら
生
涯
受
け
ら
れ
ま

す
。

　

障
害
基
礎
年
金

　

…
病
気
や
ケ
ガ
で
障
害
の
状
態
に

な
っ
た
方
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

遺
族
基
礎
年
金

　

…
夫
が
亡
く
な
っ
た
と
き
に
子
の

あ
る
妻
、
ま
た
は
子
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

国
民
年
金
の
給
付
は
、
３
種

類
の
基
礎
年
金
が
あ
り
ま
す

を
猶
予
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
保
険

年
金
課
・
各
支
所
で
、
国
民
年
金
の
加

入
手
続
き
と
併
せ
て
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

  【電話】大津年金事務所

  f077－521－1489
平日8時30分～17時

　大津年金事務所では、「予約
制による年金相談」を、次の日
程で開催します。

日　　時　１月26日（木）
　　　　　　10時～16時
場　　所　今津支所
申込方法　予約専用電話番号に
　　　　　お電話ください。

※この電話では予約以外のご用
件はお受け出来ません。
※予約受付は、定員になり次第、
締め切りとなります。

一日年金相談所 老
齢
年
金
の
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　高島市少年センター・あすく
る高島・子ども 若者総合相談
窓口では、仕事をしていない、
就職活動を行っていない青少年
に対して、就労へ導く支援を
行っています。
　「働くこと」、「自分が必要と
されていること」、そして「経
済的に自立すること」の意義と
喜びを体感し働くための一歩を
踏み出すきっかけとなるよう
に、職場体験や就労等について
受入れ協力をしていただける企
業（事業所・団体）を募集して
います。
　青少年の自立支援にご協力を
お願いします。

※自立支援協力企業の登録に関
する詳細については、直接説
明させていただきますので、
ご連絡ください。

　h高島市少年センター・あ
　　すくる高島・子ども 若者
　　総合相談窓口
　　f・g（32）3824
　　jshonen@city.
　　　takashima.shiga.jp

《英語国際交流サロン》
　異文化理解を深めながら、気
軽に英会話を楽しみましょう。
▼日時
　１月14日（土）・28日（土）
　１回目 ９時30分～10時30分
　２回目10 時45分～11時45分
▼場所　今津東コミュニティセ
　　　　ンター
▼講師　ケビン・ディーガンさん
▼定員　各回10人程度（先着順）

《韓国語国際交流サロン》
　ドラマなどで耳慣れてきた韓
国語を学びながら、韓国の文化
にも触れてみましょう。
▼日時
　１月14日（土）・28日（土）
　１回目14時～15時
　２回目15 時15分～16時15分
▼場所　今津東コミュニティセ
　　　　ンター
▼講師　チョウ・ポンナさん
▼定員　各回10人程度（先着順）

▼募集期間
○定期募集の住宅
　・１月５日（木）～18日（水）
○随時募集の住宅
　・随時、申し込みを受け付け
　　ています。
▼申込資格（全て該当）
１．市内に居住または勤務して
いる方

２．住宅に困っている方
３．同居する親族のいる方（た
だし、要件により単身でも
入居できる住宅あり）

４．入居予定者全員の合計の収
入月額が15万８千円以下
の方

５．税金の滞納がない方
６．その他、市の基準を満たす方

※朽木地域の住宅については、
申込資格1を満たしていなく
ても構いません。

▼募集期間
○定期募集の住宅
　・１月５日（木）～18日（水）
○随時募集の住宅　
　・随時、申し込みを受け付け
ています。

▼申込資格（全て該当）
１．同居する親族のいる方
２．入居予定者全員の合計所得
が一定額以上の方

　　（年齢によって必要金額が
異なります。）

３．税金の滞納がない方　

※定期募集する住宅は、１月４
日（水）に市役所、各支所の
掲示板で公表します。
※詳しくは、市のホームページ
をご覧になるか、お問い合わ
せください。

　h都市計画課
　　f（22）0904

▼参加費
　一般５００円
　高島市国際協会会員２００円
▼申込方法　電話、ファックス、
　　　　　　　メール

　h・i高島市国際協会事務局
　　f（20）1180
　　g（20）1182
　　jtifa822@ares.eonet.ne.jp

市営住宅入居者募集

＜市営住宅＞

＜中堅所得者向け賃貸住宅＞

少年自立支援協力企業
の登録募集

国際交流サロン
参加者募集

　この冬に朽木スキー場は、開設して30周年を迎えます。感謝の
気持ちとこれからもたくさんの方に喜んでもらえるように、楽しい
こと・おいしいこと満載のイベントを開催します。

▼日　時　１月28日（土）　10時～17時30分
▼場　所　朽木スキー場
▼内　容
　ソリスラローム体験、スノーチュービング体
験、雪上宝探し、うまいもん屋台村、お楽しみ
抽選会、つきたて栃餅と猪汁のふるまい等

★駐車料金として1,000円（普通車）が必要です。
　また、ソリスラロームコース、スノーチュービングコースに入る
　には、キッズゲレンデ使用料500円が必要となります。

　h朽木支所　　f（38）2331

　市内の福祉施設（高齢者・障がい者・児童関係）の職場説明会を
開催します。当日は福祉の職場説明、施設ごとにブースで施設や求
人について説明のほか、福祉関係の資格取得に関する相談にも応じ
ます。お気軽にご参加ください。

▼日　時　１月20日（金）　13時～16時
▼場　所　安曇川公民館
▼対象者
　高島市内の福祉施設に就職を希望される方および平成24年３月
に学校卒業予定の学生（高等学校在学生は除く）
※詳しくは市ホームページをご覧ください。

　h ハローワーク高島　f（32）0047
社会福祉課　　　　f（25）8120

朽木スキー場オープン30周年記念イベント
「くつき雪まつり２０１２」

福祉の職場説明会  －あなたの力を福祉に活かしませんか－

募　集催　し

　たかしま市民協働交流セン
ターは、市民の皆さんに広く開
かれた運営を目指して会員制の
協議会として生まれ変わりまし
た。現在、センターの運営を共
に考えていただける会員を募集
しています。詳しくはお問い合
わせください。

《正 会 員》
　▼対象　個人（市内に住居のある方）
　▼年会費　2,000円
《賛助会員》
　▼対象　個人、法人・団体
　▼年会費　1,000円
※平成24年３月31日までは
会費はいただきません。

　hたかしま市民協働交流
　　センター協議会 事務局
　　f（20）5758

たかしま市民協働交流
センター協議会   会員募集!

▼日　時　１月21日（土）
　　　　（集合）10時10分～
　　　　（解散）16時
▼コース
　新旭駅（集合）
　→森神社→川島酒造（見学・試飲）
　→かばた館（昼食）
　→藁園神社→太田神社
　→上原酒造（見学・試飲）
　　－（路線バス）－
　→新旭駅（解散）
▼参加費　800円
　（保険料、資料代、地図代）
　※別途バス代220円は自己負担
▼申込方法　電話、ファックス
住所、氏名、年齢、電話番号、昼食（1,000円）
希望の有無をご連絡ください。
▼申込締切　１月16日（月）

　h・i新旭観光ガイドボランティア
　　　　グループ（ほおじろ荘）
　　f・g（25）3450

新春三社詣と酒蔵めぐり
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催　し

相　談（相談無料・秘密厳守）

文化情報を紹介するコーナーです。
皆さんの情報などを藤樹の里文化芸術会館（f32-2461）までお寄せください。
締め切りは毎月25日です。

　h藤樹の里文化芸術会館
　　f（32）2461

鑑 賞 無 料

ギャラリー Ｒ
リ プ ル

ＩＰＬ

9時30分～20時30分

「永繁昭写真展」

鑑 賞 無 料火・休

※最終日　17時まで

「お正月のしつらえ展」

朽木資料館

木地師関連資料と陣屋跡
朽木氏関係文書を展示

９時～16時30分

朽木の生活文化を伝える
●常設展示

常設展示

藤樹の里文化芸術会館

　子どもから大人まで、約1,200点
の書き初め作品が並ぶ、新春にふさわ
しい書き初め展です。

第33回　湖西書き初め展

入場無料

全席指定
13時30分開演

一　　般　１，０００円
高校生以下　   ５００円
（当日２００円増）

ひな祭りジャズコンサート

鑑 賞 無 料

「新春水墨画選抜展 」

10時～17時30分
湖西水墨画会

　今年で７回目のステージ、今回は、ゆ
ったりとした大人のジャズに、ビックベ
ルとスイートベルが挑戦します。ゲスト
には京都から、ジャズボーカル村木舞と
ジャズピアノ西山靖夫をむかえて、じっ
くり聴かせます！！

10時～22時

高島歴史民俗資料館 ●コーナー展

鴨稲荷山古墳・鴨遺跡・大溝城を調べる
●常設展示
北方探検家　近藤重蔵展２

鴨稲荷山古墳と鴨遺跡・大溝城跡から
出土した考古資料を中心に展示

９時～16時30分

【コーナー展】

マキノ資料館 ●コーナー展

山と湖
うみ

の生活文化を伝える

“雪”にかかわる暮らしと道具
●常設展示

９時～16時30分

【コーナー展】

９時～17時

※１月30日
　２月６日は休館

▼出　演　高島市民ジャズオーケストラ
　　　　　“ビッグベル”
　　　　　高島レディースブラス
　　　　　“スイートベル”
　　　　　ゲスト　西山靖夫＆村木舞

藤樹の里文化芸術会館

1/28土
～2/12日

入 館 無 料月・火・祝日
  　  休

入 館 無 料月・火・祝日
  　  休

1/12木～2/12日

1/12木～2/12日

　hマキノ資料館　f（27）1484

　h高島歴史民俗資料館　f（36）1553

3/4日

　h藤樹の里文化芸術会館
　　f（32）2461

入 館 無 料月・火・祝日
  　  休 　h朽木資料館　f（38）2339

湖西地域の文化情報

　h安曇川町田中426　f（32）0150

ギャラリー 藤乃井

1/1日～31火

1/4水～29日
ギャラリー Cafe Cozy

　h今津町舟橋2-8-10　f（22）1414

1/20金～26木

　h今津ショッピングセンター　リプル
　　f（22）6500

相　談 日　時 場　所 内　容

消費生活出張相談

　h生活相談課
　　f（25）8125

１月10日（火）
　13時30分
　～16時30分

安曇川支所

　消費者と事業者との契約に関することで、お困りの
ことやわからないことなど、消費生活相談員がご相談
をお受けします。お気軽にご相談ください。（先着順）
※この日に限らず、平日は市役所本庁で消費生活相談
窓口を開設しています。

特設人権なんでも
相談所
　h人権施策課
　　f（25）8524

１月11日（水）
　13時～16時 市役所本庁

　毎日の生活の中で、差別やいじめなど、人権に関わる
問題で悩んでいませんか？　ひとりで悩まずに人権擁護
委員にご相談ください。

多重債務者
無料相談会
　h生活相談課
　　f（25）8125

１月14日（土）
　13時～17時

安曇川公民館
（安曇川ふれあ
いセンター）

　借金問題でお困りではないですか？　弁護士が相談を
お受けし、問題解決のための助言を行います。
▼相談時間　一人１時間以内
▼定　　員　４人（申込順）　※要予約

地区別行政相談所
　h生活相談課
　　f（25）8125

１月20日（金）
　13時～16時

今津老人福祉
センター

　国・県・市の行政に関わる相談を、行政相談員がお受
けし、問題解決に向け関係行政機関につなげます。

農業経営何でも
相談会
　h高島地域農業センター
　　f（22）3178

１月26日（木）
　10時～16時

西びわこ農協
本店

　市内農業者の皆さんを対象に、農業経営に関する悩み
事や相談事にお応えする農業経営何でも相談会を開催し
ます。
　１月は、農業所得の申告を控え、税理士による「会計・
経理の処理についての相談」を開催します。
※要予約（１月20日（金）まで）

税理士による無料
税務相談会
　h今津納税協会
　　f（22）3733

２月４日（土）
　13時30分
　～16時30分

今津東コミュニ
ティセンター

　所得税、法人税、消費税に関する悩み、商売を始め
られたときの税に関する手続き、相続や生前贈与に関
する税金の相談など、お気軽にご相談ください。
▼定員　６人（申込順）※要予約（予約時間９時～17時）

　十二単衣のみやびな衣装での「ひ
とり語り」と筑前琵琶奏者とのセッ
ションを「平家物語～栄華の果て～」
と題して行います。

▼日　時
　１月21日(土)
　　13時30分～15時30分
▼場　所　安曇川公民館
▼参加費　無料　※申込不要

（共催：文化協会安曇川支部）

　h安曇川公民館
　　f（32）0003

　高島藤樹会学習委員会では、藤樹先生の「孝」、「致良知」の
教えや、時代の中で求められる人間学を学ぶため、学習会を開
催しています。１月から３月までは、次のとおり行いますので、
皆さんお気軽にご参加ください。

▼日　時　１月18日(水)、２月８日（水）、３月14日（水）
　　　　　各日20時～21時45分
▼場　所　安曇川公民館
▼内　容・講話「中江藤樹のことばに親しむ」
　　　　　　　　講師　中江藤樹記念館
　　　　　　　　　　　　中江　彰　館長
　　　　・意見交換
▼参加費　無料　　※申し込みは不要です。

　h高島藤樹会学習委員会　 f090（1026）7882

新春特別絵巻「平家物語」高島藤樹会学習会

鑑 賞 無 料

「西嶺会新春八人展」

1/1日～31火
　h今津町今津1689-2　f（22）6666

今津サンブリッジホテル
ギャラリー

※期間中無休
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そうだ

図書館に

行こう♪

そうだ

図書館に

行こう♪

開館日カレンダー▼貸出延長や予約はこちらまでご連絡ください。

１ 月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

今 津 図 書 館
f(22)3827 休 休 休 休 話 映 休 休 話 休

安曇川図書館
f(32)4711 休 休 休 話 休 話 休 休 休

マキノ図書館
f(27)0350 休 休 休 休 休 休 休 話 休 休 休 休

朽木図書サロン
f(38)2324 休 休 休 休 休 休 休 話 休 休 休 休

新 旭 図 書 室
f(25)2811 休 休 休 休 話 休 休 休 話 休 休 休 休 休

高 島 図 書 室
f(36)2160 休 休 休 休 休 休 休 話 休 休 休 休

１月

話 はおはなし会です。時間や内容など詳しくは各図書館へお問い合わせください。映 は一般映画会。
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平成23年11月末現在

●人　口

男
女　

●世帯数

・前 月 人 口
・前年同月人口

の動き（人口と世帯）

氏　名 性別 生年月日 ところ
  マ　キ　ノ
田
た ぶ ち

渕 も も 女 11月5日 海 津
  今　　　津
山
や ま だ

田 華
か の ん

暖 女 9月20日 桜 町

木
き の し た

下 心
み お ん

暖 女 10月31日日置前

工
く ど う

藤 愛
あ い り

玲 女 1 1月5日弘 川

野
の

田
だ

楓
か え で

葉 女 11月7日 弘 川

墨
す み と も

友 昴
ご う き

毅 男 11月12日 上弘部

板
い た ご う

郷 汐
し お ん

恩 女 11月15日 松陽台

古
ふ る た に

谷　こころ 女 11月16日 弘 川

藤
ふ じ わ ら

𠩤　真
ま ゆ り

優理 女 11月21日 深清水

岩
い わ た

田 大
た い が

雅 男 11月21日 桜 町

氏　名 性別 生年月日 ところ
  新　　　旭
上
う え や ま

山 風
ふ う が

雅 男 10月26日熊野本

西
に し む ら

村　音
ね ね か

々花 女 11月1日 熊野本

西
に し ざ わ

澤 　 愛
あい 女 11月6日 旭

河
かわらばやし

原林　結
ゆ い と

都 男 11月11日饗 庭

萬
ゆ る ぎ

木 清
きょうすけ

介 男 11月15日 旭

萬
ゆ る ぎ

木 清
し ょ う き

貴 男 11月15日 旭

坂
さ か お

尾 亮
り ょ う や

哉 男 11月16日 旭

伊
い と う

藤 愛
あ い る

琉 女 11月17日藁 園

中
な か に し

西 帆
ほ の か

椛 女 11月18日北 畑

  安　曇　川
大
お お お か

岡 羽
う

衣
い 女 10月23日青 柳

氏　名 性別 生年月日 ところ

梅
う め む ら

村 知
ち

花
か 女 10月23日四津川

小
こ じ ま

島 柚
ゆ ず き

輝 男 10月29日下小川

古
こ や ま

山 　 凪
なぎ 男 11月5日 川 島

日
ひ お き

置 惺
せ い や

哉 男 11月13日三尾里

澤
さわ

　 舞
ま い か

花 女 11月15日西万木

平
ひ ら お

尾 優
ゆ う た

太 男 11月21日西万木

山
や ま も と

本 千
せ

愛
な 女 11月21日末 広

  高　　　島
河
こ う の

野 陽
ひ な た

向 男 11月25日勝 野
  朽　　　木
本
ほ ん む ら

村　彦
ひこたろう

太朗 男 10月30日野 尻

謹んでお悔やみ申し上げます（死亡）
氏　名 性別 年齢 ところ

  マ　キ　ノ
磯
い そ の

野　長
ちょうざぶろう

三郎 男 81 海 津

岡
お か も と

本 　 競
きそう 男 82 沢

木
き の し た

下 源
げ ん し ゅ

守 男 87 下開田

木
き の し た

下 す が 女 85 下開田

志
し れ ん

連　政
まさごろう

五郎 男 85 新 保

高
た か お か

岡 き せ 女 95 小荒路

谷
た に ぐ ち

口 賢
け ん い ち

一 男 79 野 口

德
と く だ

田 静
し ず こ

子 女 91 海 津

平
ひ ら や ま

山 治
じ し ゅ

守 男 87 新 保

古
ふ る た け

武 安
や す つ ぐ

次 男 76 下

水
み な く ち

口 　 順
すなお 女 74 森 西

  今　　　津
河
かわはらだ

𠩤田　寛
ひ ろ こ

子 女 77 岸 脇

中
な か が わ

川 　 宏
ひろし 男 79 今 津

橋
は し も と

本 シ
し

め 女 98 北 仰

古
ふ る た に

谷 ま す 女 83 日置前

松
ま つ だ

田　みつ子
こ 女 90 福 岡

森
もり

　　　しづの 女 96 岸 脇

人

平成23年11月30日までの届出分（敬称略）

本ページの掲載情報は、個人情報保護の観点から承諾をいただいた方のみ掲載しています。

- - - 53,368人（　-47）
- - - - - - - - - - - - - 53,321人

氏　名 性別 年齢 ところ

森
も り し た

下 康
や す ゆ き

行 男 76 松陽台

山
や ま う ち

内 隆
りゅうぞう

三 男 83 深清水

横
よ こ や ま

山　美
み ち よ

知代 女 62 今 津

善
よ し づ み

積 澄
す み お

男 男 83 角 川
  新　　　旭
足
あ だ ち

立 義
よ し お

雄 男 86 饗 庭

大
お お い し

石 和
か ず と

史 男 71 安井川

岡
お か だ

田 順
じ ゅ ん じ

治 男 90 饗 庭

鞍
く ら た

田 シ ゲ 女 93 饗 庭

田
た な か

中 小
こ す ず

鈴 女 83 深 溝

戸
ど

井
い

げ ん 女 87 安井川

内
な い と う

藤 泰
た い ぞ う

造 男 89 饗 庭

八
は っ た

田 た ま 女 95 旭

橋
は し も と

本　ゑ
え

み子
こ 女 78 針 江

林
はやし

　　　やす子
こ 女 88 太 田

吉
よ し ひ ろ

廣 武
た け い ち

一 男 84 北 畑
  安　曇　川
上
う え は ら

原 　 高
たかし 男 78 西万木

金
か ね し ろ

城 永
え い し ゅ

珠 男 91 西万木

氏　名 性別 年齢 ところ

枝
えだ

　 ヤ ヱ 女 92 常磐木

岡
お か も と

本　なみ子
こ 女 87 長 尾

奥
お く の

野 政
ま さ こ

子 女 67 川 島

川
か わ ご え

越 眞
ま さ よ し

𠮷 男 96 下小川

齊
さ い と う

藤 チ ヨ 女 85 四津川

杉
す ぎ も と

本　儀
ぎ へ え

兵衞 男 85 青 柳

八
は つ た

田 憲
の り お

夫 男 73 横江浜

福
ふ く い

井 芳
よ し え

枝 女 84 田 中

藤
ふ じ た

田　千
ち よ こ

代子 女 89 西万木

山
や ま む ら

村　登
と く み

久美 女 56 西万木
  高　　　島
中
な か じ ま

島 忠
た だ お

男 男 86 鴨

仁
に

賀
が

半
は ん じ

次 男 84 勝 野

林
はやし

　 正
ま さ ひ ろ

弘 男 75 鴨

横
よこいがわ

井川　善
ぜ ん き ち

𠮷 男 84 宮 野
  朽　　　木
村
む ら か み

上　太
たいちろう

一郎 男 67 岩 瀬

栁
や な が わ

川　ま
ま さ え

さ江 女 100 古 川

たかしま
　  の
人の動き

- - - 53,838人（-517）
- - - - - - - - - - - - - 25,960人
- - - - - - - - - - - - - 27,361人
- - - - - - - - - - - - - 19,836世帯

窓口だより

▼窓口延長業務（午後８時まで）を行っています。
市役所本庁・朽木支所 マキノ支所 安曇川支所
高島支所 今津支所

月

納付のお知らせ１月
税・介護保険料・後期高齢者医療保険料

火 水
木 金

項　目 期　別 納期限
国民健康保険税（普通徴収） 第10期

１月31日介 護 保 険 料（普通徴収） 第10期
後期高齢者医療保険料（普通徴収） 第７期

新
着
・
新
刊
案
内
は
、
各
図
書
館
で
の
掲
示
、
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

お誕生おめでとう！（出生）

横山泰行／著　（アスコム）

『あたらしいみかんのむきかた２』
岡田好弘／作　　神谷圭介／絵・文　（小学館）

　みかんの皮にちょっと手
を加えると、ア－トな作
品に大変身！ みかん工作
絵本の2作目が誕生しまし
た。こたつに入って「みか
むき」に挑戦。お気に入り
の作品は保存する？
（保存方法も掲載されています。）

　『ドラえもん』の研究を
つづけ、のび太の行動を通
じて楽しく生きる方法を提
案した前回の作品「のび
太という生きかた」。今回
は「どんな人でも夢は叶い
ますよ」という人生をラク
に生きるヒントが学べる１
冊。

『編み地を楽しむリストウォーマー』

　リストウォ－マ－の暖か
さを知ったら、離せない。
指先は自由に使えるので
とっても便利。編み地や色
を変えて作ると、いくつも
欲しくなります。プレゼン
トにしても喜ばれますね。

林ことみ／著（文化出版局）

『からだにやさしく効く  おクスリおやつ』

　子どもに熱があったり体
調が悪い時には、なんでも
いいから少しでも食べて早
く元気になってほしいです
よね。のどごしのいいもの
で、栄養もあり、病気予防
にもなるおやつレシピが
81紹介されています。

荻田尚子／著（主婦の友社）

『ダメダメでも夢が叶う「のび太」が教えてくれたこと』 今津図書館
◆エントランス展示
　「川邉一平陶器展」
【期間】４日（水）～31日（火）

の オススメの一冊
図書館利用者のオススメの
一冊を、本の感想とあわせ
てご紹介します。私

▼バーコードが印刷された納付書は、コンビ二でも納付できます。

【日時】13日（金）14時～15時
◆かけはし「朗読会」

　初心者向けの無料講習会を行い
ます。興味のある方は、どなたで
もぜひご参加ください。参加希望
の方は、２月１日までに今津図書
館へお申し込みください。
　日時　第１回   ２月12日（日）
　　　　第２回   ３月 ４日（日）
　　　   いずれも10時～12時

　場所　今津図書館　　　　　
　講師　中井　初美さん
　　　　（日本ライトハウス　音訳指導員）
（協力　音訳サークルかけはし）

　今津図書館エント
ランスの展示スペー
スの利用者を募集し
ています。手作りの
作品やお持ちのコレ
クションを展示して
みませんか？　ご希
望の方は、今津図書
館までお問い合わせ
ください。

展示スペースを
利用しませんか？

朗読（音訳）講習会

　ある季節になると、読みたくなる絵本が何冊かあ
る。その中でも私のおすすめは、ほるぷ出版の「ね
ずみのすもう」。ぽちんと小さな家に住みついてい
る“かりかりやせた小ねずみ”と長者どんの“ころ
ころ太った倉ねずみ”が、すもうをとっているのを
見つけた じさまが、ばさまと相談して正月のため
に大事にとっておいた米で餅をついて食べさせ、や
せねずみを応援するという、なんともあったかーい
お話である。いろんな出版社の本があるので、絵や
文を比べて見るのも楽しい。
 （マキノ町　湯浅祥子さん）

樋口淳／ぶん　二俣英五郎／え　（ほるぷ出版）
『ねずみのすもう』

■納期限までに納めましょう。納期限までに
納付されない場合は、督促手数料や延滞金
が加算されます。
■口座振替の方は預貯金残高の確認をお願い
します。

なるべく２回とも受講
してください
⎛　　　　　　　　　　　　⎞
⎝　　　　　　　　　　　　⎠

R
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編集者のつぶやき
　表紙は、マキノ北小学校で行われたマ
キノ東小学校との合同書き初め練習のよう
す。「お正月」や「日の出」など、新年ら
しい言葉が筆で力強く書かれました。筆で
書かれたといえば、平成23年を表す漢字
「絆」。選ばれた理由は、大震災をきっか
けに、家族や友人、地域のつながりの大切
さを再認識された方が多かったからとのこ
と。年が変わっても、この「絆」は大事に
したいですね。皆さんにとって今年も良い
年でありますように。　　　（広報担当S） ▲御

ごんでんがわ

殿川から望む遺跡群

　

遺
跡
と
は
、
私
た
ち
の
遠
い
祖
先
の

人
々
が
土
地
に
刻
ん
だ
記
録
と
い
え
ま

す
。
遺
跡
に
は
、
住
居
跡
や
古
墳
・
墓
、

あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
モ
ノ
が
含
ま
れ
て
い

て
、
そ
こ
か
ら
出
土
し
た
モ
ノ
を
遺
物
、

検
出
さ
れ
た
跡
を
遺
構
と
呼
び
分
け
て
い

ま
す
。
高
島
市
内
に
も
約
４
０
０
か
所
ほ

ど
の
遺
跡
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ

ら
の
中
に
は
、
集
落
跡
・
生
産
跡
・
寺
院

跡
・
城
跡
・
古
墳
・
墓
な
ど
多
彩
で
あ
り

ま
す
。

　

天て
ん
じ
ん
ば
た

神
畑
・
上か

み
ご
て
ん

御
殿
遺
跡
は
、
高
島
市
の

南
部
、
鴨
川
が
大
き
く
そ
の
流
れ
を
東
に

曲
げ
る
北
側
、
集
落
と
し
て
は
、
今
の
北

鴨
か
ら
三
尾
里
に
か
け
て
の
西
に
位
置
し

ま
す
。
発
見
の
き
っ
か
け
は
、
特
に
天
神

畑
遺
跡
に
お
い
て
、
田
地
の
掘く

っ
さ
く
ち
ゅ
う

削
中
に
完
形

品
の
土
器
が
出
土
し
た
と
こ
ろ
か
ら
と
聞
い

て
い
ま
す
。
ま
さ
に
、
遺
跡
の
発
見
は
偶
然

の
賜た

ま
も
の物
と
い
え
ま
す
。

　

今
回
の
発
掘
調
査
は
、
青
井
川
の
改
修
工

事
に
伴
う
事
前
埋
蔵
文
化
財
調
査
と
い
う
こ

と
で
、
平
成
20
年
度
か
ら
滋
賀
県
教
育
委
員

会
・（
財
）滋
賀
県
文
化
財
保
護
協
会
に
よ
っ

て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
遺
跡
群
の
調
査
か
ら
わ
か
っ
た
こ
と

を
、
古
い
順
か
ら
な
ら
べ
て
み
ま
す
と
、
先

ず
最
初
に
今
か
ら
約
１
７
０
０
年
前
、
弥
生

時
代
か
ら
古
墳
時
代
に
か
け
て
の
墓
や
竪
穴

住
居
跡
の
検
出
に
は
じ
ま
っ
て
、
大お

お
か
べ
づ
く

壁
造
り

建
物
と
学
術
用
語
で
呼
ば
れ
て
い
る
壁
立
ち

の
一
辺
が
約
10
ｍ
ほ
ど
の
建
物
跡
が
検
出
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
建
物
の
ル
ー
ツ
は
朝
鮮
半

島
に
あ
り
、
渡
来
系
の
人
た
ち
が
持
ち
込
ん

だ
建
築
様
式
が
、
高
島
の
地
に
も
い
ち
早
く

伝
え
ら
れ
た
こ
と
を
暗
示
し
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
に
至
っ

て
は
、
倉
庫
群
や
掘ほ

っ
た
て
ば
し
ら

立
柱
建
物
群
な
ど
が
検

出
さ
れ
、
進
ん
だ
文
化
が
流
入
し
、
人
々
が

生
活
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

ま
た
、
鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
時
代
に
か
け

て
は
、
薄
板
に
仏
教
の
お
経き

ょ
う（

金こ
ん
ご
う
は
ん
に
ゃ
は

剛
般
若
波

羅ら
み
つ
き
ょ
う

蜜
経
）
を
記
し
た
「
こ
け
ら
経
」
の
残
片

が
出
土
し
た
り
、
鎌
倉
時
代
の
完
全
な
鉄
製

轡く
つ
わ（
馬
具
）
が
出
土
し
、
私
た
ち
を
驚
か
せ

ま
し
た
。

　

こ
こ
か
ら
初
夢
の
ご
と
く
こ
の
遺
跡
群
の

イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
て
い
き
ま
す
と
、
ま

ず
始
め
に
、
今
か
ら
お
よ
そ
１
７
０
０
年
も

前
に
、
鴨
川
の
左
岸
の
ほ
と
り
に
人
が
住
み

始
め
、
し
ば
ら
く
す
る
と
朝
鮮
半
島
か
ら
新

し
い
生
活
文
化
を
持
っ
た
人
た
ち
が
移
っ
て

来
、
次
に
南
市
東
遺
跡
や
下
五
反
田
遺
跡
、

八
反
田
遺
跡
へ
と
拡
散
し
て
行
っ
た
よ
う
で

す
。

　

奈
良
時
代
に
な
る
と
、
都
か
ら
北
陸
へ
向

か
う
官
道
の
北
陸
道
が
近
く
を
通
り
、
人
々

の
往
来
が
頻
繁
に
な
り
、
倉
庫
群
を
構
え
た

村
が
形
成
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
時
代
に
は
、
仏
教
文

化
の
一
つ
「
こ
け
ら
経
」
や
馬
事
文
化
の
貴

重
な
轡
も
、
こ
の
地
に
入
っ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
れ
以
後
、
遺
跡
に
は
人
の
痕

跡
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

遺
跡
の
発
掘
調
査
は
今
後
も
継
続
さ
れ
て

行
く
こ
と
か
ら
、
こ
れ
か
ら
も
新
し
い
発
見

が
あ
る
こ
と
を
、
私
た
ち
は
期
待
し
ま
し
ょ

う
。

　　

h
高
島
歴
史
民
俗
資
料
館

　
　

f（
３
６
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５
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天
神
畑
・
上
御
殿
遺
跡
と
は

Ｊ
Ｒ
安
曇
川
駅

天
神
畑
遺
跡

上
御
殿
遺
跡

青 井 川

八 田 川

川
鴨

天
皇
橋


